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騨

　
昭
和
五
十
六
年
度
結
核
予
防
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
及
び
B
C
G
接

種
を
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
．
該
当
者
は
、
通
知
書
及
び
母
子
手
帳

を
忘
れ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

　
　
　
該
当
者
及
び
注
意
事
項

日
昭
和
五
十
五
年
生
ま
れ
の
人
全
員

口
昨
年
ヅ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
が
陰
性
及
び
疑
陽
性
の
人
全
員
．

国
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
今
ま
で
に
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
を
一
度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
。

　
※
H
、
口
の
該
当
者
に
は
、
個
人
通
知
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
万
一
通

知
も
れ
の
あ
る
人
、
及
び
日
の
該
当
者
の
人
は
日
程
を
ご
覧
の
う
え
、
会

場
の
受
付
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

地
　
区
　
名

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

月
　
　
　
　
日

判
定
・
B
C
G

月
　
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

中
条
小
学
校
区

6
月
16
日

（
火
）

6
月
18
日

（
木
）

午
後

2
時
　
　
～
2
時
30
分

中
条
小
学
校

下
条
小
学
校
区

午
後

1
時
30
分
～
2
時

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
後

2
時
15
分
～
2
時
3
0
分

東
下
組
小
学
校

鐙
島
小
学
校
区

6
月
∬
日

　
（
水
）

6
月
19
日

　
（
金
）

午
後

2
時
　
　
～
2
時
30
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

午
後

2
時
50
分
～
3
時

真
田
小
学
校

十
日
町
地
区

6
月
2
3
日

　
（
火
）

6
月
2
5
日

　
（
木
）

午
後

1
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

吉
田
小
学
校
区

6
月
24
日

　
（
水
）

6
月
2
6
日

　
（
金
）

午
後

2
時
　
　
～
2
時
30
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

午
後

2
時
50
分
～
3
時

名
ケ
山
小
学
校

川
　
治
　
全
　
区

6
月
30
日

　
（
火
）

7
月
2
日

　
（
木
）

午
後

－
時
50
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
タ
ー

水
沢
小
学
校
区

7
月
－
日

（
水
）

7
月
3
目

（
金
）

午
後

1
時
30
分
～
2
時

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校
区

午
後

2
時
2
0
分
～
2
時
4
0
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後

2
時
50
分
～
3
時

珠
田
分
校

飛
一
小
学
校
区

午
後

2
時
　
　
～
2
時
2
0
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後

2
時
30
分
～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後

2
時
50
分
～
3
時

枯
木
又
分
校

東
小
学
校
区

7
月
7
日

　
（
火
）

7
月
9
日

　
（
木
）

午
後

－
時
5
0
分
～
2
時
30
分

東
小
学
校

十
日
町
地
区

午
後

1
時
5
0
分
～
2
時
30
分

保
健
セ
ン
ダ
ー

六
箇
小
学
校
区

7
月
15
日

　
（
水
）

7
月
17
日

　
（
金
）

午
後

2
時
　
　
～
2
時
20
分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後

2
時
4
0
分
～
2
時
50
分

野
中
小
学
校

　
▼
六
月
十
五
日
㈲
　
正
午
～
午
後

四
時
半
ま
で
　
田
川
町
一
r
目
の
一

部
、
田
川
町
二
、
』
、
丁
目
、
猿
倉
、

津
池
、
大
池
、
赤
倉
、
菅
沼
、
江
道

▼
六
月
二
十
三
日
図
　
午
前
九
時
～

午
後
一
時
ま
で
　
関
根
第
二
の
一
部
、

関
根
第
一
、
浅
之
平
、
笹
之
沢
、
池

之
平
、
孕
石
、
落
之
水
、
控
木
、
長

里
　
▼
六
月
二
十
四
日
困
　
午
前
九

時
～
午
後
二
時
ま
で
　
塩
野
、
願
入
、

二
子
、
平
、
仙
之
山
、
漉
野
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．
號
雛
懸
募
集

　
津
南
町
森
林
組
合
で
は
、
男
子
事

務
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

募
集
人
員
　
一
名

年
齢
　
三
十
五
歳
程
度
ま
で

学
歴
　
高
卒
以
上

申
込
み
締
切
り
　
六
月
二
十
五
目

申
込
先
　
苗
場
木
材
加
工
協
同
組
合

（
津
南
町
森
林
組
合
内
　
B
O
二
五

七
六
ー
五
－
二
五
一
〇
番
）
へ
。

　
応
募
者
は
、
履
歴
書
を
前
記
へ
送

付
し
て
く
だ
さ
い
。
木
材
、
建
築
経

験
者
を
優
遇
し
ま
す
．
待
遇
、
勤
務

条
件
は
面
談
の
上
決
定
さ
れ
ま
す
．

寄
付
あ
り
が
と
う

第3種郵便物認可〉昭和56年6月10日

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

村
山
リ
ン
（
伊
達
〉
二
万
円
　
▼
徳

永
昭
一
郎
（
船
坂
）
一
万
円
…
香
典

返
し
　
▼
村
山
徹
（
下
条
四
）
五
万

ふるさとの旬の料理③

》びの変り酢のもの　　　　　　　　V
斗一　　　　　　　　調理法一
）もどしたわらび…1ワ（4509）①わらびは3㎝位に切って分

たけ缶詰……小1瓶　　　量の材料と調味料で和える。

きこんぶ………去袋　　　②器に盛りきりごまをかける

　　　　　　・大2
　　　　　　一少々　　　◎わらびがよく癌になると云

　　　　　　　〃　　　　われますが、発癌性の酵素

漬にすれば70％はなくなりアノレカリに弱いので重曹であ

きすればほとんどなくなります。

ら
料
灘
め
吹
…
皿
⑦
塩
ぬ

わ
材
塩
な
塩
酢
酒
ゴ
は
く

きゃら蕗
材料一　　　　調理法一
ふき……2kg　　　①ふきは皮をむかないで5cm位に切り

砂糖…3509～4009　　1夜水につけてあくぬきする。
醤油……3合　　　　②①の水をきり・分量の調味料を1度

酒………1合　　　　　に入れて煮立っまで強火・あとはと

みりん…カップ壱　　ろ火（または中火）にして6～7時間

上下をかえしながら煮るとキャラ蕗の色が出て来る。

③最後にみりんをカップ去入れて煮上げるとてりが出る・

◎6月末山蕗の盛りの時とって来て煮ておくと保存力椿くの

　で年中小だしして箸休めに食べます。

　保存食は塩分が強いので、量を出来るだけ少なく食べる事

　が大切です。

ポイントー
火力があまり弱すぎると、出来上ってから発酵する事がある

ので、火加減に気をつけ、おとし蓋をしでいつも上まで煮立

つ様に注意する．　　　（郷土料理研究グループいろり会）

円
…
香
典
返
し
　
▼
匿
名
　
二
万
円

　
つ
く
し
園
へ

　
▼
花
舟
会
　
一
万
千
九
百
十
一
円

▼
水
沢
地
区
体
協
　
六
千
六
百
六
十

円　
ア
フ
リ
カ
・
ケ
ニ
ア
難
民
救
援
金

　
▼
十
目
町
教
会
教
会
学
生
徒
代
表

大
島
望
・
関
口
も
も
子
　
二
万
三
百

九
十
二
円董

～
麟

O
国
土
庁
が
、
本
年
度
全
国
ニ
ヵ
所

で
実
施
す
る
「
克
雪
地
域
づ
く
り
モ

デ
ル
計
画
策
定
調
査
」
が
本
市
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
同
じ

豪
雪
地
と
い
っ
て
も
地
域
に
よ
っ
て

実
情
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
画

一
的
な
手
法
を
と
ら
ず
、
計
画
策
定

地
域
の
主
体
性
と
特
性
を
生
か
し
た

計
画
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
豪

雪
地
帯
の
叫
び
は
十
分
中
央
ま
で
届

い
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
こ
の
計
画

を
バ
ネ
に
克
雪
都
市
づ
く
り
が
一
歩

前
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
．

49，860人（男24，059人・女25，172人）※基本台帳人ロ49，785人（5月1日現在）12，084人／推計人ロ■市勢／世帯数

昭和56年7月10日発行
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〆

▲小学校団体戦

①川治小A　②東小千

③東小B

▲同個人戦優勝者

4年生・・根津和彦（東ノ

5年生…鈴木　修

　　　　　　（川才台小

6年生…上村重来

　　　　　　（水沢小

▲中学校団体戦

①十日町中　②黒崎中

③川西中A

▲同個人戦優勝者

林則彰（黒崎中）
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●センター建設●工場設置奨励条例制定
　　●企業誘致・経済基盤強化委員会設置

　
市
の
基
幹
産
業
め
絹
織
物
は
、
和
装
需
要
の
減
退
な
ど
構
造
的
な
原
因

に
よ
っ
て
生
産
が
減
少
し
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
振
興
は
、
絹
織
物
の
振
興
が
最
重
点
で
す
が
、
同
時
に
、

単
一
産
業
に
依
存
し
て
い
た
地
場
産
業
を
見
直
し
、
新
し
い
地
場
産
業
の

創
出
と
育
成
、
異
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
商
品
開
発
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
優
良
企
業
の
誘
致

も
大
き
な
課
題
で
す
。

　
市
で
は
、
現
状
を
打
破
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
税
金
免
除
、
融
資
や
除
雪
な
ど
の
特
典
を
も

り
こ
ん
だ
工
場
設
置
条
例
の
制
定
、
企
業
誘
致
・
経
済
基
盤
強
化
促
進
委

員
会
の
設
置
な
ど
新
し
い
産
業
政
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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地場産業振興センター完成予想図

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
～
産
業
振
興
と

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
～

　
中
小
企
業
庁
で
は
、
地
方
の
時
代

に
対
応
し
た
地
域
経
済
の
振
興
と
活

性
化
を
図
る
た
め
、
今
年
の
新
規
事

業
と
し
て
、
全
国
八
ヵ
所
に
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
．
市
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
中
小

企
業
近
代
化
審
議
会
の
了
承
を
得
て

正
式
に
建
設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
基

幹
産
業
の
絹
織
物
の
長
期
不
況
が
、

地
域
経
済
全
般
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
新
商
品
、
新

技
術
の
開
発
、
需
要
の
開
拓
、
人
材

の
育
成
、
伝
統
的
工
芸
品
の
育
成
、

工
芸
デ
ザ
イ
ン
環
境
の
整
備
等
を
行

い
基
幹
産
業
の
立
て
直
し
を
は
か
る

セ
ン
タ
ー
で
す
．
同
時
に
、
織
物
以
外

の
異
業
種
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
新

し
い
産
業
を
堀
り
起
し
、
織
物
だ
け

に
依
存
し
て
い
た
地
場
産
業
を
複
合

化
さ
せ
、
雇
用
の
機
会
を
増
や
し
た

り
、
産
業
と
観
光
の
接
点
と
し
て
の

役
割
も
も
た
せ
て
い
ま
す
．
ま
た
、

地
域
内
の
産
業
振
興
の
み
な
ら
ず
、

文
化
、
教
養
、
集
会
の
場
と
し
て
、

総
合
的
な
機
能
を
備
え
た
施
設
を
建

設
し
て
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

対
象
地
域
は

　
十
日
町
市
、
津
南
町
、
川
西
町
、

中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
、
六

日
町
、
塩
沢
町
、
湯
沢
町
、
大
和
町

の
十
力
市
町
村
で
す
。

参
加
業
種
は

　
絹
織
物
、
染
色
整
理
、
撚
糸
、
紋

紙
、
木
工
、
木
工
芸
品
、
鉄
工
、
製

糸
、
酒
造
、
味
噌
醤
油
、
漬
物
、
山

菜
加
工
、
民
芸
品
、
手
漉
和
紙
、
陶

器
、
ほ
か
の
地
場
産
業
で
す
。

建
物
の
機
能
は

　
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。
第
一
は
地
場
産
業
を
新
た

な
環
境
条
件
の
も
と
で
、
地
域
経
済

の
に
な
い
手
と
し
て
復
興
・
確
立
し

て
い
く
た
め
、
基
幹
産
業
を
中
核
に

関
連
産
業
も
含
め
た
「
地
域
の
産
業

振
興
育
成
に
か
か
わ
る
機
能
」
で
あ

り
、
情
報
収
集
処
理
、
商
品
開
発
、

技
術
研
究
、
人
材
養
成
、
展
示
販
売

促
進
、
観
光
P
R
、
な
ど
の
機
能
と

　
第
二
は
「
地
域
住
民
の
相
互
交
流

を
深
め
助
長
す
る
機
能
」
で
す
。
会

議
・
集
会
、
地
場
産
業
と
結
び
つ
い

た
創
作
活
動
、
あ
る
い
は
、
施
設
を

生
か
し
た
文
化
・
教
養
活
動
の
場
と

し
て
の
機
能
を
備
え
た
建
物
で
す
。

建
設
・
運
営
主
体

　
新
潟
県
や
十
日
町
市
ほ
か
対
象
地

域
の
九
町
村
と
織
物
工
業
協
同
組
合

や
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
地
場
産

業
に
関
係
す
る
団
体
が
出
資
す
る
。

財
団
法
人
、
十
日
町
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
が
、
国
や
県
な
ど
の

補
助
金
と
市
町
村
や
関
係
団
体
の
拠

出
金
や
高
度
化
資
金
（
十
六
年
償
還

・
無
利
子
）
の
借
入
に
よ
っ
て
建
設

し
ま
す
。

建
設
場
所

　
十
日
町
市
宇
都
宮
七
十
一
番
地
、

現
十
日
町
シ
ル
ク
地
内
で
す
．

施
設
の
規
模

敷
地
…
…
…
…
約
一
〇
、
O
O
O
㎡

建
物
の
延
面
積
…
約
六
、
O
O
O
㎡

建
物
の
構
造
…
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
　
　
ト
地
上
四
階
・
地
下
一
階

総
事
業
費
は

　
建
設
工
事
費
・
設
計
監
理
費
・
付

帯
設
備
費
・
用
地
取
得
費
を
含
め
て

十
八
億
五
千
万
円
で
す
。

エ
事
期
間
は

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
か
ら
、
昭
和

五
十
八
年
三
月
ま
で

オ
ー
プ
ン
は

　
昭
和
五
十
八
年
五
月
の
予
定
で
す
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
の

市
報
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
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最
優
遇
措
置
を
盛
り
込
み

　
市
で
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
絹
織

物
の
低
迷
が
つ
づ
く
中
で
、
地
域
経

済
の
沈
滞
に
よ
る
雇
用
不
安
を
克
服

し
再
び
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め

に
優
良
企
業
を
誘
致
し
雇
用
の
拡
大

と
経
済
基
盤
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、

現
行
の
工
場
設
置
奨
励
条
例
を
見
直

し
、
積
極
的
な
優
遇
措
置
を
講
じ
、

誘
致
促
進
を
図
る
た
め
工
場
設
置
奨

励
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
．

　
市
の
昨
年
度
の
工
業
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
市
内
の
製
造
業
は
千
八
百

六
十
二
事
業
所
、
従
業
員
数
七
千
五

百
六
十
人
で
、
総
出
荷
額
は
七
百
六

億
八
千
万
円
で
す
。
絹
織
物
関
連
で

は
、
こ
の
う
ち
事
業
所
数
が
九
十
四

％
の
千
七
百
四
十
三
、
従
業
員
数
は

露
マ

欝

工
場
設
置
奨
励
条
例
制
定

八
十
二
％
の
六
千
二
百
二
十
六
人
、

出
荷
額
で
は
八
十
五
％
の
六
百
二
億

六
千
万
円
を
占
め
て
い
ま
す
．
し
か

し
、
こ
の
数
字
も
、
業
界
の
最
盛
期

だ
っ
た
四
十
八
年
に
比
べ
、
事
業
所

数
で
は
五
百
六
十
、
従
業
員
数
で
は
、

約
三
千
四
百
人
も
減
っ
て
い
ま
す
。

不
況
に
伴
う
企
業
倒
産
、
合
理
化
に

よ
る
も
の
で
、
十
日
町
職
安
に
よ
る

と
今
年
四
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
●

・
五
七
と
県
内
の
最
低
〆
．
＼
今
年
三

月
の
高
卒
者
も
同
所
管
内
で
全
体
の

三
十
六
％
、
百
七
十
人
が
地
元
に
就

職
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
進
出
企
業
を

当
市
に
招
く
に
は
、
各
市
町
村
と
同

一
の
奨
励
措
置
で
は
大
変
困
難
で
あ

触
㌦

㌦
瓶

企業進出を待つ工場団地

る
た
め
、
こ
の
た
び
県
下
に
比
類
な

い
優
遇
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を

制
定
し
、
積
極
的
に
工
場
誘
致
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。

指
定
工
場

一
、
新
設
の
場
合
…
固
定
資
産
の
取

得
価
格
が
一
億
円
以
上
、
ま
た
は
増

加
す
る
常
用
従
業
員
数
が
三
十
人
以

上
二
、
増
設
の
場
合
…
固
定
資
産
の
取

得
価
格
が
千
二
百
万
円
、
か
つ
増
加

す
る
常
用
従
業
員
数
が
十
人
以
上
。

三
、
移
転
の
場
合
…
農
村
地
域
工
業

導
入
、
工
業
団
地
へ
移
転
す
る
場
合

で
、
固
定
資
産
の
取
得
価
格
が
千
二

百
万
円
、
か
つ
常
用
従
業
員
数
が
十

人
以
上
。

奨
励
措
置
の
内
容

一
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

を
三
力
年
間
課
税
免
除
．

二
、
工
場
建
設
資
金
を
五
千
万
円
限

度
で
融
資
（
一
年
以
内
据
置
、
十
年

以
内
月
賦
均
等
返
済
）

三
、
工
場
建
設
の
た
め
借
入
金
の
利

子
内
年
利
一
％
以
内
で
五
年
問
利
子

補
給

四
、
便
宜
供
与
と
し
て
工
場
団
地
の

あ
っ
旋
、
冬
期
間
の
公
共
性
の
あ
る

道
路
の
確
保
整
備
．

　
以
上
の
思
い
切
っ
た
優
遇
措
置
で

積
極
的
に
企
業
誘
致
、
工
場
誘
致
に

つ
と
め
雇
用
の
拡
大
に
つ
と
め
て
ゆ

　
　
　
　
　
ノ

き
ま
す
。

企
業
誘
致
・
経
済
基
盤
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
促
進
委
員
会
設
置

　
一
方
市
で
は
、
引
き
続
き
雇
用
の

拡
大
を
は
か
り
、
産
業
を
興
隆
し
、

当
市
の
持
つ
風
土
や
産
物
、
技
術
を

基
盤
と
し
た
新
産
業
の
堀
り
起
．
一
し

と
、
市
勢
の
伸
展
に
寄
与
す
る
企
業

の
立
地
と
誘
導
、
経
済
基
盤
強
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
企
業
誘

致
及
び
経
済
基
盤
強
化
促
進
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
．

　
経
済
基
盤
強
化
促
進
委
員
会
は
、

地
元
学
識
経
験
者
、
経
済
界
、
地
元

銀
行
、
行
政
関
係
者
な
ど
十
五
人
以

内
で
構
成
し
、
情
報
収
集
調
査
の
た

め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
在
京
懇
談

委
員
を
置
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
は
、
企
業
誘
致
関
連

の
情
報
収
集
と
そ
の
交
換
、
新
し
い

産
業
の
堀
り
起
し
、
経
済
基
盤
調
査

強
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き

ま
す
。

　
織
物
や
織
物
産
業
が
こ
れ
ま
で
つ

ち
か
っ
て
き
た
流
通
先
な
ど
と
連
動

し
な
が
ら
、
こ
の
町
の
も
つ
資
源
と

文
化
を
活
し
た
新
し
い
地
場
産
業
の

掘
り
起
こ
し
と
優
良
企
業
の
誘
致
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

市
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
六
箇
小
塩
ノ
又
分
校
を
転
用
し
て

　
市
で
は
、
三
月
末
で
廃
校
と
な
っ

た
六
箇
小
学
校
塩
ノ
又
分
校
を
転
用

し
て
、
市
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

は
、
七
月
二
十
五
日
で
す
。
セ
ン
タ

抽
の
近
く
に
は
、
全
天
候
型
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
二
面
）
や
、
ト
リ
ム
コ
ー

ス
な
ど
を
そ
な
え
た
森
林
公
園
や
温

泉
も
あ
り
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら

し
い
環
境
の
中
に
あ
り
、
夏
期
訓
練

や
研
修
、
合
宿
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

用
前
後
の
清
掃
な
ど
は
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料

　
施
設
の
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、

燃
料
と
電
気
の
実
費
と
し
て
つ
ぎ
の

金
額
を
申
し
込
み
の
時
に
前
納
し
て

く
だ
さ
い
。

宿
泊
を
し
な

い
場
合
一
日

宿
泊
を
す
る

場
合
、
一
泊

二
日
に
つ
き

六
人
以

の
団
体

の
団
体

　
　
麗

　
人
尼
内

の
団
体

六
人
£

の
団
体

二
千
円

三
千
円

五
千
円

七
千
円

施
設
の
概
要
と
利
用
方
法

位
置
　
塩
ノ
又
地
内

収
容
人
員
　
お
と
な
約
三
＋
人

　
　
　
　
　
こ
ど
も
約
五
＋
人

施
設
　
研
修
室
（
体
育
室
兼
用
）
　
｝

　
　
　
宿
泊
室
三

　
　
　
炊
事
室
　
一

※
食
事
は
、
自
炊
、
賄
い
と
も
可
能

で
す
。
風
呂
は
塩
ノ
又
温
泉
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
範
囲

一
、
市
、
会
社
、
商
店
な
ど
各
団
体

　
の
主
催
す
る
職
員
研
修

二
、
社
会
教
育
団
体
や
体
育
関
係
団

　
体
の
主
催
す
る
研
修
や
合
宿

三
、
小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
が
行

　
う
夏
季
訓
練
や
合
宿

四
、
町
内
会
や
子
供
会
の
合
宿
な
ど

五
、
．
こ
利
用
は
、
団
体
に
限
り
ま
す
。

個
人
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
利

利
用
申
し
込
み

　
申
し
込
み
受
付
は
市
総
務
課
人
事

秘
書
係
、
詳
細
は
申
込
み
時
に
説
明

い
た
し
ま
す
。

嚢
称
寡
撫

　
研
修
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
同
時
に

募
集
し
て
い
ま
す
。
森
林
運
動
公
園

の
中
で
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
に
あ
る
、
研
修
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ

た
名
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
　
七
月
二
十
日
（
月
）

応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
、
「
市
研
修
セ
ン
タ
ー

愛
称
応
募
」
と
朱
書
き
の
上
、
は
が

き
一
枚
に
つ
き
一
点
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
採
用
さ
れ
た
か
た
に
は
、
お
礼

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務
課

人
事
秘
書
係
（
B
七
－
三
一
二
番

内
線
二
三
三
）
へ
。
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●センター建設●工場設置奨励条例制定
　　●企業誘致・経済基盤強化委員会設置

　
市
の
基
幹
産
業
め
絹
織
物
は
、
和
装
需
要
の
減
退
な
ど
構
造
的
な
原
因

に
よ
っ
て
生
産
が
減
少
し
、
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
地
場
産
業
の
振
興
は
、
絹
織
物
の
振
興
が
最
重
点
で
す
が
、
同
時
に
、

単
一
産
業
に
依
存
し
て
い
た
地
場
産
業
を
見
直
し
、
新
し
い
地
場
産
業
の

創
出
と
育
成
、
異
業
種
と
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
商
品
開
発
な
ど
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の
拡
大
を
は
か
る
た
め
優
良
企
業
の
誘
致

も
大
き
な
課
題
で
す
。

　
市
で
は
、
現
状
を
打
破
し
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
税
金
免
除
、
融
資
や
除
雪
な
ど
の
特
典
を
も

り
こ
ん
だ
工
場
設
置
条
例
の
制
定
、
企
業
誘
致
・
経
済
基
盤
強
化
促
進
委

員
会
の
設
置
な
ど
新
し
い
産
業
政
策
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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地場産業振興センター完成予想図

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
～
産
業
振
興
と

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
～

　
中
小
企
業
庁
で
は
、
地
方
の
時
代

に
対
応
し
た
地
域
経
済
の
振
興
と
活

性
化
を
図
る
た
め
、
今
年
の
新
規
事

業
と
し
て
、
全
国
八
ヵ
所
に
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
．
市
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の

建
設
を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
中
小

企
業
近
代
化
審
議
会
の
了
承
を
得
て

正
式
に
建
設
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
は
、
基

幹
産
業
の
絹
織
物
の
長
期
不
況
が
、

地
域
経
済
全
般
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
状
況
を
打
破
す
る
た
め
、

長
期
的
視
野
に
立
っ
て
新
商
品
、
新

技
術
の
開
発
、
需
要
の
開
拓
、
人
材

の
育
成
、
伝
統
的
工
芸
品
の
育
成
、

工
芸
デ
ザ
イ
ン
環
境
の
整
備
等
を
行

い
基
幹
産
業
の
立
て
直
し
を
は
か
る

セ
ン
タ
ー
で
す
．
同
時
に
、
織
物
以
外

の
異
業
種
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
新

し
い
産
業
を
堀
り
起
し
、
織
物
だ
け

に
依
存
し
て
い
た
地
場
産
業
を
複
合

化
さ
せ
、
雇
用
の
機
会
を
増
や
し
た

り
、
産
業
と
観
光
の
接
点
と
し
て
の

役
割
も
も
た
せ
て
い
ま
す
．
ま
た
、

地
域
内
の
産
業
振
興
の
み
な
ら
ず
、

文
化
、
教
養
、
集
会
の
場
と
し
て
、

総
合
的
な
機
能
を
備
え
た
施
設
を
建

設
し
て
地
域
振
興
の
拠
点
と
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

対
象
地
域
は

　
十
日
町
市
、
津
南
町
、
川
西
町
、

中
里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
、
六

日
町
、
塩
沢
町
、
湯
沢
町
、
大
和
町

の
十
力
市
町
村
で
す
。

参
加
業
種
は

　
絹
織
物
、
染
色
整
理
、
撚
糸
、
紋

紙
、
木
工
、
木
工
芸
品
、
鉄
工
、
製

糸
、
酒
造
、
味
噌
醤
油
、
漬
物
、
山

菜
加
工
、
民
芸
品
、
手
漉
和
紙
、
陶

器
、
ほ
か
の
地
場
産
業
で
す
。

建
物
の
機
能
は

　
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
機
能
が
あ

り
ま
す
。
第
一
は
地
場
産
業
を
新
た

な
環
境
条
件
の
も
と
で
、
地
域
経
済

の
に
な
い
手
と
し
て
復
興
・
確
立
し

て
い
く
た
め
、
基
幹
産
業
を
中
核
に

関
連
産
業
も
含
め
た
「
地
域
の
産
業

振
興
育
成
に
か
か
わ
る
機
能
」
で
あ

り
、
情
報
収
集
処
理
、
商
品
開
発
、

技
術
研
究
、
人
材
養
成
、
展
示
販
売

促
進
、
観
光
P
R
、
な
ど
の
機
能
と

　
第
二
は
「
地
域
住
民
の
相
互
交
流

を
深
め
助
長
す
る
機
能
」
で
す
。
会

議
・
集
会
、
地
場
産
業
と
結
び
つ
い

た
創
作
活
動
、
あ
る
い
は
、
施
設
を

生
か
し
た
文
化
・
教
養
活
動
の
場
と

し
て
の
機
能
を
備
え
た
建
物
で
す
。

建
設
・
運
営
主
体

　
新
潟
県
や
十
日
町
市
ほ
か
対
象
地

域
の
九
町
村
と
織
物
工
業
協
同
組
合

や
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・
地
場
産

業
に
関
係
す
る
団
体
が
出
資
す
る
。

財
団
法
人
、
十
日
町
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
が
、
国
や
県
な
ど
の

補
助
金
と
市
町
村
や
関
係
団
体
の
拠

出
金
や
高
度
化
資
金
（
十
六
年
償
還

・
無
利
子
）
の
借
入
に
よ
っ
て
建
設

し
ま
す
。

建
設
場
所

　
十
日
町
市
宇
都
宮
七
十
一
番
地
、

現
十
日
町
シ
ル
ク
地
内
で
す
．

施
設
の
規
模

敷
地
…
…
…
…
約
一
〇
、
O
O
O
㎡

建
物
の
延
面
積
…
約
六
、
O
O
O
㎡

建
物
の
構
造
…
…
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　
　
　
　
ト
地
上
四
階
・
地
下
一
階

総
事
業
費
は

　
建
設
工
事
費
・
設
計
監
理
費
・
付

帯
設
備
費
・
用
地
取
得
費
を
含
め
て

十
八
億
五
千
万
円
で
す
。

エ
事
期
間
は

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
か
ら
、
昭
和

五
十
八
年
三
月
ま
で

オ
ー
プ
ン
は

　
昭
和
五
十
八
年
五
月
の
予
定
で
す
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
の

市
報
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
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最
優
遇
措
置
を
盛
り
込
み

　
市
で
は
、
地
場
産
業
で
あ
る
絹
織

物
の
低
迷
が
つ
づ
く
中
で
、
地
域
経

済
の
沈
滞
に
よ
る
雇
用
不
安
を
克
服

し
再
び
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め

に
優
良
企
業
を
誘
致
し
雇
用
の
拡
大

と
経
済
基
盤
の
強
化
を
図
る
目
的
で
、

現
行
の
工
場
設
置
奨
励
条
例
を
見
直

し
、
積
極
的
な
優
遇
措
置
を
講
じ
、

誘
致
促
進
を
図
る
た
め
工
場
設
置
奨

励
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
．

　
市
の
昨
年
度
の
工
業
統
計
調
査
に

よ
る
と
、
市
内
の
製
造
業
は
千
八
百

六
十
二
事
業
所
、
従
業
員
数
七
千
五

百
六
十
人
で
、
総
出
荷
額
は
七
百
六

億
八
千
万
円
で
す
。
絹
織
物
関
連
で

は
、
こ
の
う
ち
事
業
所
数
が
九
十
四

％
の
千
七
百
四
十
三
、
従
業
員
数
は

露
マ

欝

工
場
設
置
奨
励
条
例
制
定

八
十
二
％
の
六
千
二
百
二
十
六
人
、

出
荷
額
で
は
八
十
五
％
の
六
百
二
億

六
千
万
円
を
占
め
て
い
ま
す
．
し
か

し
、
こ
の
数
字
も
、
業
界
の
最
盛
期

だ
っ
た
四
十
八
年
に
比
べ
、
事
業
所

数
で
は
五
百
六
十
、
従
業
員
数
で
は
、

約
三
千
四
百
人
も
減
っ
て
い
ま
す
。

不
況
に
伴
う
企
業
倒
産
、
合
理
化
に

よ
る
も
の
で
、
十
日
町
職
安
に
よ
る

と
今
年
四
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
●

・
五
七
と
県
内
の
最
低
〆
．
＼
今
年
三

月
の
高
卒
者
も
同
所
管
内
で
全
体
の

三
十
六
％
、
百
七
十
人
が
地
元
に
就

職
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
進
出
企
業
を

当
市
に
招
く
に
は
、
各
市
町
村
と
同

一
の
奨
励
措
置
で
は
大
変
困
難
で
あ

触
㌦

㌦
瓶

企業進出を待つ工場団地

る
た
め
、
こ
の
た
び
県
下
に
比
類
な

い
優
遇
措
置
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を

制
定
し
、
積
極
的
に
工
場
誘
致
に
乗

り
出
し
て
い
ま
す
。

指
定
工
場

一
、
新
設
の
場
合
…
固
定
資
産
の
取

得
価
格
が
一
億
円
以
上
、
ま
た
は
増

加
す
る
常
用
従
業
員
数
が
三
十
人
以

上
二
、
増
設
の
場
合
…
固
定
資
産
の
取

得
価
格
が
千
二
百
万
円
、
か
つ
増
加

す
る
常
用
従
業
員
数
が
十
人
以
上
。

三
、
移
転
の
場
合
…
農
村
地
域
工
業

導
入
、
工
業
団
地
へ
移
転
す
る
場
合

で
、
固
定
資
産
の
取
得
価
格
が
千
二

百
万
円
、
か
つ
常
用
従
業
員
数
が
十

人
以
上
。

奨
励
措
置
の
内
容

一
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税

を
三
力
年
間
課
税
免
除
．

二
、
工
場
建
設
資
金
を
五
千
万
円
限

度
で
融
資
（
一
年
以
内
据
置
、
十
年

以
内
月
賦
均
等
返
済
）

三
、
工
場
建
設
の
た
め
借
入
金
の
利

子
内
年
利
一
％
以
内
で
五
年
問
利
子

補
給

四
、
便
宜
供
与
と
し
て
工
場
団
地
の

あ
っ
旋
、
冬
期
間
の
公
共
性
の
あ
る

道
路
の
確
保
整
備
．

　
以
上
の
思
い
切
っ
た
優
遇
措
置
で

積
極
的
に
企
業
誘
致
、
工
場
誘
致
に

つ
と
め
雇
用
の
拡
大
に
つ
と
め
て
ゆ

　
　
　
　
　
ノ

き
ま
す
。

企
業
誘
致
・
経
済
基
盤
強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
促
進
委
員
会
設
置

　
一
方
市
で
は
、
引
き
続
き
雇
用
の

拡
大
を
は
か
り
、
産
業
を
興
隆
し
、

当
市
の
持
つ
風
土
や
産
物
、
技
術
を

基
盤
と
し
た
新
産
業
の
堀
り
起
．
一
し

と
、
市
勢
の
伸
展
に
寄
与
す
る
企
業

の
立
地
と
誘
導
、
経
済
基
盤
強
化
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
企
業
誘

致
及
び
経
済
基
盤
強
化
促
進
委
員
会

を
設
置
し
ま
す
．

　
経
済
基
盤
強
化
促
進
委
員
会
は
、

地
元
学
識
経
験
者
、
経
済
界
、
地
元

銀
行
、
行
政
関
係
者
な
ど
十
五
人
以

内
で
構
成
し
、
情
報
収
集
調
査
の
た

め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
在
京
懇
談

委
員
を
置
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
会
で
は
、
企
業
誘
致
関
連

の
情
報
収
集
と
そ
の
交
換
、
新
し
い

産
業
の
堀
り
起
し
、
経
済
基
盤
調
査

強
化
対
策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き

ま
す
。

　
織
物
や
織
物
産
業
が
こ
れ
ま
で
つ

ち
か
っ
て
き
た
流
通
先
な
ど
と
連
動

し
な
が
ら
、
こ
の
町
の
も
つ
資
源
と

文
化
を
活
し
た
新
し
い
地
場
産
業
の

掘
り
起
こ
し
と
優
良
企
業
の
誘
致
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

市
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設

　
　
　
　
六
箇
小
塩
ノ
又
分
校
を
転
用
し
て

　
市
で
は
、
三
月
末
で
廃
校
と
な
っ

た
六
箇
小
学
校
塩
ノ
又
分
校
を
転
用

し
て
、
市
研
修
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

は
、
七
月
二
十
五
日
で
す
。
セ
ン
タ

抽
の
近
く
に
は
、
全
天
候
型
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
二
面
）
や
、
ト
リ
ム
コ
ー

ス
な
ど
を
そ
な
え
た
森
林
公
園
や
温

泉
も
あ
り
自
然
に
恵
ま
れ
た
す
ば
ら

し
い
環
境
の
中
に
あ
り
、
夏
期
訓
練

や
研
修
、
合
宿
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
．

用
前
後
の
清
掃
な
ど
は
利
用
さ
れ
る

皆
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
料

　
施
設
の
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、

燃
料
と
電
気
の
実
費
と
し
て
つ
ぎ
の

金
額
を
申
し
込
み
の
時
に
前
納
し
て

く
だ
さ
い
。

宿
泊
を
し
な

い
場
合
一
日

宿
泊
を
す
る

場
合
、
一
泊

二
日
に
つ
き

六
人
以

の
団
体

の
団
体

　
　
麗

　
人
尼
内

の
団
体

六
人
£

の
団
体

二
千
円

三
千
円

五
千
円

七
千
円

施
設
の
概
要
と
利
用
方
法

位
置
　
塩
ノ
又
地
内

収
容
人
員
　
お
と
な
約
三
＋
人

　
　
　
　
　
こ
ど
も
約
五
＋
人

施
設
　
研
修
室
（
体
育
室
兼
用
）
　
｝

　
　
　
宿
泊
室
三

　
　
　
炊
事
室
　
一

※
食
事
は
、
自
炊
、
賄
い
と
も
可
能

で
す
。
風
呂
は
塩
ノ
又
温
泉
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
範
囲

一
、
市
、
会
社
、
商
店
な
ど
各
団
体

　
の
主
催
す
る
職
員
研
修

二
、
社
会
教
育
団
体
や
体
育
関
係
団

　
体
の
主
催
す
る
研
修
や
合
宿

三
、
小
・
中
・
高
・
大
学
な
ど
が
行

　
う
夏
季
訓
練
や
合
宿

四
、
町
内
会
や
子
供
会
の
合
宿
な
ど

五
、
．
こ
利
用
は
、
団
体
に
限
り
ま
す
。

個
人
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
利

利
用
申
し
込
み

　
申
し
込
み
受
付
は
市
総
務
課
人
事

秘
書
係
、
詳
細
は
申
込
み
時
に
説
明

い
た
し
ま
す
。

嚢
称
寡
撫

　
研
修
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
同
時
に

募
集
し
て
い
ま
す
。
森
林
運
動
公
園

の
中
で
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の

中
に
あ
る
、
研
修
セ
ン
タ
ー
に
あ
っ

た
名
称
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
　
七
月
二
十
日
（
月
）

応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
を
明
記
し
、
「
市
研
修
セ
ン
タ
ー

愛
称
応
募
」
と
朱
書
き
の
上
、
は
が

き
一
枚
に
つ
き
一
点
ご
応
募
く
だ
さ

い
。
採
用
さ
れ
た
か
た
に
は
、
お
礼

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
市
総
務
課

人
事
秘
書
係
（
B
七
－
三
一
二
番

内
線
二
三
三
）
へ
。
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考
え
よ
う
夏
の
ご
み
対
策

　
ま
も
な
ぐ
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
悪
臭
を
と
も
な
う
ご
み
や
し
尿
の
処

理
が
年
々
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
き
れ
い
な
環
境
を
守
り
美
し
い
街
を
保
つ
た
め
、
小
学
校
一

校
分
の
建
設
費
に
あ
た
る
三
億
円
余
の
巨
費
を
毎
年
投
じ
て
い
ま
す
．
特

に
こ
れ
か
ら
の
夏
場
に
は
、
ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
の
水
分
を
多
く
含
ん
だ

．
こ
み
が
出
さ
れ
る
た
め
、
重
油
の
使
用
量
は
う
な
ぎ
昇
り
で
す
．

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
や
し
尿
処
理
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
な
り
ま

す
。
夏
場
に
向
っ
て
、
ご
み
や
し
尿
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
市
で
は
、
ご
み
や
し
尿
処
理
の
た

め
、
川
西
町
と
共
同
で
、
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
を
つ
く
り
、

人
口
約
六
万
人
、
一
万
四
千
六
百
世

帯
の
ご
み
や
し
尿
の
処
理
を
し
て
い

ま
す
。

量
は
、

ごみ焼却量、重油、電力使用量（55年度）

こ
こ
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の

一
日
約
七
十
ト
ン
、
年
間
二

　
　
　
　
　
㎏

　
　
　
　
　
0

　
　
　
9
　
　
0

　
　
k
　
　
　
7

　
　
む
　
　
　
　
ラ

　
　
4
0
　
4
9
　
㎏

万
ト
ン
の
ご
み
が
焼
却
場
に
持
ち
こ

ま
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
も
え
る
ご
み

が
一
万
二
千
ト
ン
、
燃
え
な
い
、
こ
み

が
八
千
ト
ン
で
、
昭
和
五
十
年
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

　
し
尿
は
、
年
間
二
万
七
千
キ
・
リ

ッ
ト
ル
を
処
理
し
、
年
々
す
こ
し
ず

1．586乏

1，736KW

KW

45，

影

34，100k

21尼

騰、馨 ・礫融 繋・

96尼

、1』098KW

夢雛．郎

1，177

4月

8月

12月

4月

8月

12月

4月

8月

12月

つ
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
や
し
尿
を
処
理
す
る
た

め
、
三
十
二
名
の
職
員
と
、
関
連
業

者
四
十
人
が
働
き
、
年
間
、
約
四

億
二
千
万
円
の
費
用
を
か
け
て
い
ま

す
。
市
内
の
。
こ
み
や
し
尿
を
処
理
す

る
た
め
だ
け
に
、
毎
年
、
一
世
帯
あ

た
り
、
三
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
る
の
で
す
。
か
か
っ
た
費
用
の
八

十
八
％
を
十
日
町
市
、
十
二
％
を
川

西
町
が
負
担
し
、
十
日
町
市
分
だ
け

で
、
毎
年
、
小
学
校
一
校
の
建
設
費

が
と
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

センター長

金沢重夫

ご
み
を
も
う
聞
度

　
　
　
　
見
直
し
て

　
ご
み
や
し
尿
の
処
理
に
は
想
像
以

上
に
金
が
か
か
る
の
で
す
。
四
十
八

年
に
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
か
ら
施
設

費
に
十
三
億
円
。
処
理
費
に
毎
年
四

億
円
以
上
．
一
世
帯
あ
た
り
に
す
る

と
約
三
万
円
で
す
。
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
中
に
は
、
古
新
聞
、
雑
誌
、

金
属
、
ビ
ン
類
な
ど
資
源
と
し
て
再

利
用
で
き
る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

婦
人
会
や
P
・
T
・
A
で
行
っ
て
い

る
廃
品
回
収
に
出
し
て
是
非
も
う
一

度
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
す

ぐ
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
夏
場
に
困
る
の
が
、
ス
イ
カ
や
枝

豆
な
ど
の
水
分
を
多
く
含
ん
だ
ご
み
。

こ
れ
を
燃
す
た
め
に
、
四
月
の
七
十

五
倍
以
上
の
重
油
を
使
っ
て
い
ま
す
。

水
に
油
を
か
け
て
燃
や
し
て
い
る
の

で
す
。
各
家
庭
で
の
、
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
場
の
ご
み
は

　
水
き
り
を
良
く

　
こ
と
に
夏
場
に
な
る
と
、
事
業
活

動
も
活
発
に
な
り
、
排
出
量
も
多
様

化
し
ま
す
．
特
に
、
ス
イ
カ
や
枝
豆

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
水
分
を
含
ん
だ

も
の
が
極
め
て
多
く
な
り
ま
す
。
こ

の
、
こ
み
を
燃
や
す
た
め
に
、
燃
料
や

電
気
を
大
量
に
消
費
し
ま
す
．
上
表

の
と
お
り
、
昨
年
の
四
月
の
、
重
油

使
用
量
は
、
一
日
あ
た
り
、
わ
ず
か

二
十
一
リ
ッ
ト
ル
だ
っ
た
も
の
が
、

八
月
に
は
、
な
ん
と
千
五
百
八
十
六

リ
ッ
ト
ル
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

四
月
の
使
用
量
の
七
十
五
倍
に
も
な

り
ま
す
。
四
月
に
は
、
一
日
千
五
百

円
の
重
油
代
が
八
月
に
は
十
一
万
四

千
円
に
も
な
る
の
で
す
。
ス
イ
カ
の

九
十
五
％
は
水
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
各
家
庭
で
、
水
切
り
を
よ

く
し
、
ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
の
水
分

の
多
い
も
の
は
、
二
～
三
日
か
げ
干

し
を
す
る
な
ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
各
家
庭
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
工
夫

が
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
、
ご

み
の
処
理
費
の
節
約
に
つ
な
が
る
の

で
す
か
ら
。

わ
け
れ
ば
資
源

　
ま
ぜ
れ
ば
ご
み

　
．
こ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
廻
っ
て
い

る
と
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が
沢
山

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
不
要
と

な
っ
た
も
の
で
も
、
何
か
再
利
用
が

で
き
な
い
か
、
出
す
前
に
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ま
、
各
学

校
や
婦
人
会
な
ど
で
、
ご
み
の
回
収

や
再
利
用
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
中
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
は
、
資
源
の
再
利

用
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
注
意
し

て
仕
分
け
を
し
、
資
源
の
再
利
用
と

ご
み
の
減
量
の
た
め
に
つ
と
め
て
く

だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
の
中
で
　
ダ
ン
ボ
ー
ル

古
新
聞
、
雑
誌
、
ボ
・
布
、
古
着

燃
え
な
い
ご
み
の
中
で
　
空
き
か
ん
、

び
ん
類
、
金
属
類

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
の
な
か
に
は
、

十
分
使
え
る
家
具
や
調
度
品
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
不
用
品
交
換
会
な

ど
の
場
を
利
用
し
、
再
活
用
し
ま
し

よ
う
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
わ

け
れ
ば
資
源
・
ま
ぜ
れ
ば
ご
み
」
と

言
わ
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
す
く
な
い
資
源
の
活
用
が
望
ま

れ
ま
す
。
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各
地
区
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
ト
ラ
ブ
ル
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

反
面
、
共
同
し
て
．
こ
み
処
理
を
し
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す
．
お

た
が
い
の
、
チ
ョ
ッ
と
し
た
心
遣
い

が
き
れ
い
な
街
づ
く
り
や
温
か
い
人

間
関
係
に
つ
な
が
り
ま
す
。
夏
場
に

向
っ
て
、
こ
み
の
臭
い
が
鼻
に
つ
く
季

節
で
す
。
も
う
一
度
、
ご
み
の
ル
ー

ル
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
低
こ
れ
だ
け
は

　
●
ご
み
は
収
集
日
の
朝
八
時
半
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
が

祭
日
の
時
は
次
回
に
な
り
ま
す
．

　
●
事
業
所
、
工
場
、
商
店
な
ど
の

多
量
の
ご
み
は
各
自
で
、
燃
え
る
、
こ

み
は
焼
却
場
へ
、
燃
え
な
い
ご
み
は

霧
谷
埋
立
地
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
●
買
物
用
紙
袋
な
ど
底
の
破
れ
や

す
い
物
に
入
れ
て
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
．
ポ
リ
袋
も
重
い
と
破
れ
ま
す
。

　
●
残
菜
、
残
飯
は
水
切
り
を
よ
く

し
、
特
に
ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
の
水

切
は
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に

　
　
　
　
　
出
せ
る
ご
み

　
●
家
庭
の
台
所
か
ら
で
る
野
菜
く

ず
や
果
物
な
ど
の
残
菜
や
残
飯
類

　
●
不
用
に
な
っ
た
ク
ツ
や
サ
ン
ダ

ル
、
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
木
材
（
一

后
以
内
に
切
っ
て
）
、
紙
類
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ウ
製
空

容
器
　
●
生
垣
や
雑
草
な
ど
。

燃
え
な
い
ご
み

　
●
空
び
ん
、
セ
ト
モ
ノ
な
ど
の
ガ

ラ
ス
類
や
レ
ン
ダ
ン
灰
等
の
残
灰
。

　
●
空
カ
ン
な
ど
の
金
属
類
や
電
化

製
品
や
自
転
車
類
な
ど
。

ま
ぎ
ら
わ
し
い
ご
み

とおガ詐3

し
屡
萄
の

　
維
叢
管
理

こ
耀
趨
暇
は
・

く
だ
さ
い
。

　
ど
ち
や
の
日
に
出
す
か
ま
ぎ
ら
わ

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ポ
リ
セ

ン
メ
ン
キ
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
は
燃
え
る

ご
み
の
日
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
の
少
量
の
も
の
も
燃
え
る
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
木
製
建
具

家
具
、
机
な
ど
は
壊
し
て
可
燃
物
と

不
燃
物
に
わ
け
て
く
だ
さ
い
。
テ
レ

ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
出
す
場
合
は
事

前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
し
な
い
も
の

　
●
事
業
活
動
に
伴
う
ご
み
は
、
事

業
者
自
ら
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
、
残
土
、

が
れ
き
な
ど
。

　
●
大
型
ま
た
は
多
量
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
、
タ
イ
ヤ
類
な
ど
の
ゴ
ム
製

品
（
燃
え
る
時
に
高
温
を
出
す
た
め

焼
却
炉
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
）

　
ご
み
や
し
尿
に
つ
い
て
の
ご
連
絡

は
、
衛
生
施
設
組
合
（
B
二
－
三
九

二
四
番
、
七
ー
一
七
五
一
番
）
へ
。

資
源
の
再
利
用
を

一
V
▽
▽
一
V
一
V
一
V
▽
一
V
▽
▽

紙
袋
は
す
ぐ
破
れ
る

●
浄
化
槽
の
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
．

●
放
流
水
の
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
前
後
に

　
必
ず
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で

●
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
ら
な
い
で

一
V
▽
▽
▽
一
V
一
V
▽
▽
▽
▽

相
手
の
身
に
な
っ
て

偽
働

ま

●
夏
場
に
も
一
度
汲
み
取
り
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
は
え
の
発
生
防
止
を

●
異
物
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
消
毒
は
全
面
に
し
て
く
だ
さ
い
．

●
灯
油
な
ど
を
消
毒
が
わ
り
に
使
わ

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　諏訪町
生越ミサ子さん

　
　
時
々
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お

　
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
に
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
新

　
聞
紙
や
古
雑
誌
な
ど
の
再
利
用
で
き

　
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
た
い
な

▽
一
V
一
V
▽
一
V
▽
一
V
▽
▽
▽
一
V
一
V

（5）

　
ご
み
収
集
を
し
て
い
て

　
　
　
　
こ
れ
は
困
り
ま
す

　
　
　
　
　
中
条
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
大
須
賀
康
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
猿
倉
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
春
目
英
二
郎
さ
ん

　
　
危
険
物
と
燃
え
る
、
こ
み
が
一
緒
に

　
出
し
て
あ
る
の
は
本
当
に
困
り
ま
す
。

　
ナ
イ
・
ン
袋
に
キ
チ
ン
と
入
れ
て
あ

　
る
の
は
良
い
の
で
す
が
、
紙
袋
な
ん

　
か
に
入
れ
て
出
し
て
あ
っ
て
、
収
集

一
V
▽
▽
▽
▽
一
V
▽
▽
▽
▽
▽
▽

　　便

，所
』　は
み
捨
て

場
？

津
南
清
掃
社

　
岡
崎
六
郎
さ
ん

　
普
通
の
家
庭
で
は
、
十
一
月
．
十

二
月
の
雪
降
り
前
と
四
月
～
六
月
の

雪
降
り
後
の
二
回
汲
み
取
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
夏
場
に
便
槽
に
た
ま
っ

っ
て
い
る
と
臭
気
も
で
ま
す
し
、
ハ

　
い
か
ら
集
め
て
お
い
て
廃
品
回
収
の

時
に
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
．

　
ご
み
袋
を
キ
チ
ン
と
し
ば
っ
て
あ

す
が
、
口
が
ほ
ど
け

　
て
い
て
、
残
飯
が
こ
ぼ
れ
た
り
し
て

　
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
袋

　
の
底
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
の
も
あ

　
り
ま
す
し
、
水
切
り
を
良
く
し
た
い

　
も
の
で
す
。
燃
え
る
ご
み
の
中
に
ビ

　
ン
や
空
カ
ン
が
混
っ
て
い
る
の
も
あ

　
り
ま
す
し
、
集
め
る
人
の
立
場
に
立

　
っ
て
ご
み
を
出
し
た
い
で
す
ね
。

　
に
行
く
ま
で
に
雨
に
た
た
か
れ
た
り

　
す
る
と
す
ぐ
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
や
犬
や
猫
か
ら
防
ぐ
た
め
に

　
シ
ー
ト
を
か
け
て
あ
る
と
こ
ろ
が
あ

　
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
効
果
が
あ
る
よ

　
う
で
す
。
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

　
大
型
の
ご
み
を
出
す
時
に
は
、
事
前

　
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
最
初
に
積

　
ま
な
い
と
大
き
い
も
の
は
積
め
な
く

　
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
車
が
踏
み
つ

　
ぶ
し
た
、
こ
み
、
こ
れ
も
困
り
ま
す
。

　
キ
チ
ン
と
は
じ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
エ
の
発
生
源
に
な
り
ま
す
か
ら
，
夏

　
場
に
も
う
一
度
汲
み
取
り
を
し
て
も

　
ら
い
た
い
の
で
す
。
便
槽
の
中
に
は
、

　
セ
ト
モ
ノ
や
針
金
、
オ
モ
チ
ャ
、
ス

　
リ
ッ
パ
、
衣
類
な
ど
様
々
な
も
の
が

　
入
っ
て
い
ま
す
が
、
便
所
は
ご
み
捨

　
場
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
よ
け
い

　
な
も
の
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
浄
化
槽
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

　
維
持
管
理
を
キ
チ
ン
と
し
な
い
と
二

　
次
公
害
の
元
に
な
り
ま
す
。
浄
化
槽

　
の
正
し
い
使
い
方
も
お
願
い
し
ま
す
。

一
V
▽
▽
。
V
▽
一
V
一
V
▽
▽
一
V
一
V

▽
一
V
一
V
▽
一
V
一
V
一
V
▽
一
V
▽
▽
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考
え
よ
う
夏
の
ご
み
対
策

　
ま
も
な
ぐ
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
悪
臭
を
と
も
な
う
ご
み
や
し
尿
の
処

理
が
年
々
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
き
れ
い
な
環
境
を
守
り
美
し
い
街
を
保
つ
た
め
、
小
学
校
一

校
分
の
建
設
費
に
あ
た
る
三
億
円
余
の
巨
費
を
毎
年
投
じ
て
い
ま
す
．
特

に
こ
れ
か
ら
の
夏
場
に
は
、
ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
の
水
分
を
多
く
含
ん
だ

．
こ
み
が
出
さ
れ
る
た
め
、
重
油
の
使
用
量
は
う
な
ぎ
昇
り
で
す
．

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
や
し
尿
処
理
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
な
り
ま

す
。
夏
場
に
向
っ
て
、
ご
み
や
し
尿
の
問
題
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
．

　
市
で
は
、
ご
み
や
し
尿
処
理
の
た

め
、
川
西
町
と
共
同
で
、
十
日
町
市

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
を
つ
く
り
、

人
口
約
六
万
人
、
一
万
四
千
六
百
世

帯
の
ご
み
や
し
尿
の
処
理
を
し
て
い

ま
す
。

量
は
、

ごみ焼却量、重油、電力使用量（55年度）

こ
こ
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の

一
日
約
七
十
ト
ン
、
年
間
二

　
　
　
　
　
㎏

　
　
　
　
　
0

　
　
　
9
　
　
0

　
　
k
　
　
　
7

　
　
む
　
　
　
　
ラ

　
　
4
0
　
4
9
　
㎏

万
ト
ン
の
ご
み
が
焼
却
場
に
持
ち
こ

ま
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
も
え
る
ご
み

が
一
万
二
千
ト
ン
、
燃
え
な
い
、
こ
み

が
八
千
ト
ン
で
、
昭
和
五
十
年
か
ら

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
で
す
。

　
し
尿
は
、
年
間
二
万
七
千
キ
・
リ

ッ
ト
ル
を
処
理
し
、
年
々
す
こ
し
ず

1．586乏

1，736KW

KW

45，

影

34，100k

21尼

騰、馨 ・礫融 繋・

96尼

、1』098KW

夢雛．郎

1，177

4月

8月

12月

4月

8月

12月

4月

8月

12月

つ
増
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ご
み
や
し
尿
を
処
理
す
る
た

め
、
三
十
二
名
の
職
員
と
、
関
連
業

者
四
十
人
が
働
き
、
年
間
、
約
四

億
二
千
万
円
の
費
用
を
か
け
て
い
ま

す
。
市
内
の
。
こ
み
や
し
尿
を
処
理
す

る
た
め
だ
け
に
、
毎
年
、
一
世
帯
あ

た
り
、
三
万
円
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
る
の
で
す
。
か
か
っ
た
費
用
の
八

十
八
％
を
十
日
町
市
、
十
二
％
を
川

西
町
が
負
担
し
、
十
日
町
市
分
だ
け

で
、
毎
年
、
小
学
校
一
校
の
建
設
費

が
と
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

センター長

金沢重夫

ご
み
を
も
う
聞
度

　
　
　
　
見
直
し
て

　
ご
み
や
し
尿
の
処
理
に
は
想
像
以

上
に
金
が
か
か
る
の
で
す
。
四
十
八

年
に
セ
ン
タ
ー
が
出
来
て
か
ら
施
設

費
に
十
三
億
円
。
処
理
費
に
毎
年
四

億
円
以
上
．
一
世
帯
あ
た
り
に
す
る

と
約
三
万
円
で
す
。
持
ち
込
ま
れ
る

ご
み
の
中
に
は
、
古
新
聞
、
雑
誌
、

金
属
、
ビ
ン
類
な
ど
資
源
と
し
て
再

利
用
で
き
る
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

婦
人
会
や
P
・
T
・
A
で
行
っ
て
い

る
廃
品
回
収
に
出
し
て
是
非
も
う
一

度
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
す

ぐ
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
夏
場
に
困
る
の
が
、
ス
イ
カ
や
枝

豆
な
ど
の
水
分
を
多
く
含
ん
だ
ご
み
。

こ
れ
を
燃
す
た
め
に
、
四
月
の
七
十

五
倍
以
上
の
重
油
を
使
っ
て
い
ま
す
。

水
に
油
を
か
け
て
燃
や
し
て
い
る
の

で
す
。
各
家
庭
で
の
、
ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

夏
場
の
ご
み
は

　
水
き
り
を
良
く

　
こ
と
に
夏
場
に
な
る
と
、
事
業
活

動
も
活
発
に
な
り
、
排
出
量
も
多
様

化
し
ま
す
．
特
に
、
ス
イ
カ
や
枝
豆

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
水
分
を
含
ん
だ

も
の
が
極
め
て
多
く
な
り
ま
す
。
こ

の
、
こ
み
を
燃
や
す
た
め
に
、
燃
料
や

電
気
を
大
量
に
消
費
し
ま
す
．
上
表

の
と
お
り
、
昨
年
の
四
月
の
、
重
油

使
用
量
は
、
一
日
あ
た
り
、
わ
ず
か

二
十
一
リ
ッ
ト
ル
だ
っ
た
も
の
が
、

八
月
に
は
、
な
ん
と
千
五
百
八
十
六

リ
ッ
ト
ル
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

四
月
の
使
用
量
の
七
十
五
倍
に
も
な

り
ま
す
。
四
月
に
は
、
一
日
千
五
百

円
の
重
油
代
が
八
月
に
は
十
一
万
四

千
円
に
も
な
る
の
で
す
。
ス
イ
カ
の

九
十
五
％
は
水
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
各
家
庭
で
、
水
切
り
を
よ

く
し
、
ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
の
水
分

の
多
い
も
の
は
、
二
～
三
日
か
げ
干

し
を
す
る
な
ど
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
各
家
庭
の
チ
ョ
ッ
ト
し
た
工
夫

が
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が
り
、
ご

み
の
処
理
費
の
節
約
に
つ
な
が
る
の

で
す
か
ら
。

わ
け
れ
ば
資
源

　
ま
ぜ
れ
ば
ご
み

　
．
こ
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
廻
っ
て
い

る
と
ま
だ
ま
だ
使
え
る
も
の
が
沢
山

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
不
要
と

な
っ
た
も
の
で
も
、
何
か
再
利
用
が

で
き
な
い
か
、
出
す
前
に
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
い
ま
、
各
学

校
や
婦
人
会
な
ど
で
、
ご
み
の
回
収

や
再
利
用
の
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
家
庭
か

ら
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
中
で
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
は
、
資
源
の
再
利

用
が
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
注
意
し

て
仕
分
け
を
し
、
資
源
の
再
利
用
と

ご
み
の
減
量
の
た
め
に
つ
と
め
て
く

だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
の
中
で
　
ダ
ン
ボ
ー
ル

古
新
聞
、
雑
誌
、
ボ
・
布
、
古
着

燃
え
な
い
ご
み
の
中
で
　
空
き
か
ん
、

び
ん
類
、
金
属
類

　
ま
た
、
粗
大
ご
み
の
な
か
に
は
、

十
分
使
え
る
家
具
や
調
度
品
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
不
用
品
交
換
会
な

ど
の
場
を
利
用
し
、
再
活
用
し
ま
し

よ
う
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
わ

け
れ
ば
資
源
・
ま
ぜ
れ
ば
ご
み
」
と

言
わ
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
す
く
な
い
資
源
の
活
用
が
望
ま

れ
ま
す
。
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各
地
区
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
ト
ラ
ブ
ル
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。

反
面
、
共
同
し
て
．
こ
み
処
理
を
し
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
役

立
て
て
い
る
町
内
も
あ
り
ま
す
．
お

た
が
い
の
、
チ
ョ
ッ
と
し
た
心
遣
い

が
き
れ
い
な
街
づ
く
り
や
温
か
い
人

間
関
係
に
つ
な
が
り
ま
す
。
夏
場
に

向
っ
て
、
こ
み
の
臭
い
が
鼻
に
つ
く
季

節
で
す
。
も
う
一
度
、
ご
み
の
ル
ー

ル
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
低
こ
れ
だ
け
は

　
●
ご
み
は
収
集
日
の
朝
八
時
半
ま

で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
が

祭
日
の
時
は
次
回
に
な
り
ま
す
．

　
●
事
業
所
、
工
場
、
商
店
な
ど
の

多
量
の
ご
み
は
各
自
で
、
燃
え
る
、
こ

み
は
焼
却
場
へ
、
燃
え
な
い
ご
み
は

霧
谷
埋
立
地
へ
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
●
買
物
用
紙
袋
な
ど
底
の
破
れ
や

す
い
物
に
入
れ
て
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
．
ポ
リ
袋
も
重
い
と
破
れ
ま
す
。

　
●
残
菜
、
残
飯
は
水
切
り
を
よ
く

し
、
特
に
ス
イ
カ
や
枝
豆
な
ど
の
水

切
は
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
の
収
集
日
に

　
　
　
　
　
出
せ
る
ご
み

　
●
家
庭
の
台
所
か
ら
で
る
野
菜
く

ず
や
果
物
な
ど
の
残
菜
や
残
飯
類

　
●
不
用
に
な
っ
た
ク
ツ
や
サ
ン
ダ

ル
、
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
木
材
（
一

后
以
内
に
切
っ
て
）
、
紙
類
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ウ
製
空

容
器
　
●
生
垣
や
雑
草
な
ど
。

燃
え
な
い
ご
み

　
●
空
び
ん
、
セ
ト
モ
ノ
な
ど
の
ガ

ラ
ス
類
や
レ
ン
ダ
ン
灰
等
の
残
灰
。

　
●
空
カ
ン
な
ど
の
金
属
類
や
電
化

製
品
や
自
転
車
類
な
ど
。

ま
ぎ
ら
わ
し
い
ご
み

とおガ詐3

し
屡
萄
の

　
維
叢
管
理

こ
耀
趨
暇
は
・

く
だ
さ
い
。

　
ど
ち
や
の
日
に
出
す
か
ま
ぎ
ら
わ

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ポ
リ
セ

ン
メ
ン
キ
、
ポ
リ
バ
ケ
ツ
は
燃
え
る

ご
み
の
日
に
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
の
少
量
の
も
の
も
燃
え
る
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
木
製
建
具

家
具
、
机
な
ど
は
壊
し
て
可
燃
物
と

不
燃
物
に
わ
け
て
く
だ
さ
い
。
テ
レ

ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
を
出
す
場
合
は
事

前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

収
集
し
な
い
も
の

　
●
事
業
活
動
に
伴
う
ご
み
は
、
事

業
者
自
ら
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
、
残
土
、

が
れ
き
な
ど
。

　
●
大
型
ま
た
は
多
量
の
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
、
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
、
タ
イ
ヤ
類
な
ど
の
ゴ
ム
製

品
（
燃
え
る
時
に
高
温
を
出
す
た
め

焼
却
炉
が
こ
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
）

　
ご
み
や
し
尿
に
つ
い
て
の
ご
連
絡

は
、
衛
生
施
設
組
合
（
B
二
－
三
九

二
四
番
、
七
ー
一
七
五
一
番
）
へ
。

資
源
の
再
利
用
を

一
V
▽
▽
一
V
一
V
一
V
▽
一
V
▽
▽

紙
袋
は
す
ぐ
破
れ
る

●
浄
化
槽
の
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
．

●
放
流
水
の
検
査
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
水
洗
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
前
後
に

　
必
ず
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
浄
化
槽
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で

●
モ
ー
タ
ー
の
電
源
を
切
ら
な
い
で

一
V
▽
▽
▽
一
V
一
V
▽
▽
▽
▽

相
手
の
身
に
な
っ
て

偽
働

ま

●
夏
場
に
も
一
度
汲
み
取
り
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

●
は
え
の
発
生
防
止
を

●
異
物
を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く

　
だ
さ
い
。

●
消
毒
は
全
面
に
し
て
く
だ
さ
い
．

●
灯
油
な
ど
を
消
毒
が
わ
り
に
使
わ

　
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　諏訪町
生越ミサ子さん

　
　
時
々
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
お

　
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ス
テ
ー
シ
ョ

　
ン
に
出
さ
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
新

　
聞
紙
や
古
雑
誌
な
ど
の
再
利
用
で
き

　
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
た
い
な

▽
一
V
一
V
▽
一
V
▽
一
V
▽
▽
▽
一
V
一
V

（5）

　
ご
み
収
集
を
し
て
い
て

　
　
　
　
こ
れ
は
困
り
ま
す

　
　
　
　
　
中
条
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
大
須
賀
康
夫
さ
ん

　
　
　
　
　
猿
倉
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
春
目
英
二
郎
さ
ん

　
　
危
険
物
と
燃
え
る
、
こ
み
が
一
緒
に

　
出
し
て
あ
る
の
は
本
当
に
困
り
ま
す
。

　
ナ
イ
・
ン
袋
に
キ
チ
ン
と
入
れ
て
あ

　
る
の
は
良
い
の
で
す
が
、
紙
袋
な
ん

　
か
に
入
れ
て
出
し
て
あ
っ
て
、
収
集

一
V
▽
▽
▽
▽
一
V
▽
▽
▽
▽
▽
▽

　　便

，所
』　は
み
捨
て

場
？

津
南
清
掃
社

　
岡
崎
六
郎
さ
ん

　
普
通
の
家
庭
で
は
、
十
一
月
．
十

二
月
の
雪
降
り
前
と
四
月
～
六
月
の

雪
降
り
後
の
二
回
汲
み
取
り
を
し
て

い
ま
す
が
、
夏
場
に
便
槽
に
た
ま
っ

っ
て
い
る
と
臭
気
も
で
ま
す
し
、
ハ

　
い
か
ら
集
め
て
お
い
て
廃
品
回
収
の

時
に
出
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
．

　
ご
み
袋
を
キ
チ
ン
と
し
ば
っ
て
あ

す
が
、
口
が
ほ
ど
け

　
て
い
て
、
残
飯
が
こ
ぼ
れ
た
り
し
て

　
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
袋

　
の
底
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
の
も
あ

　
り
ま
す
し
、
水
切
り
を
良
く
し
た
い

　
も
の
で
す
。
燃
え
る
ご
み
の
中
に
ビ

　
ン
や
空
カ
ン
が
混
っ
て
い
る
の
も
あ

　
り
ま
す
し
、
集
め
る
人
の
立
場
に
立

　
っ
て
ご
み
を
出
し
た
い
で
す
ね
。

　
に
行
く
ま
で
に
雨
に
た
た
か
れ
た
り

　
す
る
と
す
ぐ
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
カ
ラ
ス
や
犬
や
猫
か
ら
防
ぐ
た
め
に

　
シ
ー
ト
を
か
け
て
あ
る
と
こ
ろ
が
あ

　
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
効
果
が
あ
る
よ

　
う
で
す
。
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
な
ど
の

　
大
型
の
ご
み
を
出
す
時
に
は
、
事
前

　
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．
最
初
に
積

　
ま
な
い
と
大
き
い
も
の
は
積
め
な
く

　
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
、
車
が
踏
み
つ

　
ぶ
し
た
、
こ
み
、
こ
れ
も
困
り
ま
す
。

　
キ
チ
ン
と
は
じ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
エ
の
発
生
源
に
な
り
ま
す
か
ら
，
夏

　
場
に
も
う
一
度
汲
み
取
り
を
し
て
も

　
ら
い
た
い
の
で
す
。
便
槽
の
中
に
は
、

　
セ
ト
モ
ノ
や
針
金
、
オ
モ
チ
ャ
、
ス

　
リ
ッ
パ
、
衣
類
な
ど
様
々
な
も
の
が

　
入
っ
て
い
ま
す
が
、
便
所
は
ご
み
捨

　
場
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
よ
け
い

　
な
も
の
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
　
浄
化
槽
が
普
及
し
て
い
ま
す
が
、

　
維
持
管
理
を
キ
チ
ン
と
し
な
い
と
二

　
次
公
害
の
元
に
な
り
ま
す
。
浄
化
槽

　
の
正
し
い
使
い
方
も
お
願
い
し
ま
す
。

一
V
▽
▽
。
V
▽
一
V
一
V
▽
▽
一
V
一
V

▽
一
V
一
V
▽
一
V
一
V
一
V
▽
一
V
▽
▽
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O
Q
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市
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
取

組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
か
ら
提
案
さ
れ
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
塩
ノ

又
地
区
の
森
林
運
動
公
園
が
こ
の
ほ
ど
↓
部
完
成
し
、
来
た
る
七
月
二
土

五
日
か
ら
仮
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
公
園
は
地
域
の
人
た
ち
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
十
日
町
市
の
観
光
事
業
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
オ
ー
．
♂
ン
が
待
た
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
．

地
域
の
声
が

　
　
　
産
み
だ
し
た
公
園

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た

地
区
広
聴
会
の
六
箇
会
場
で
森
林
公

園
の
計
画
が
だ
さ
れ
、
市
で
は
こ
れ

を
受
け
て
総
合
計
画
の
三
大
公
園
の

一
つ
（
総
合
公
園
、
史
跡
公
園
、
森

林
公
園
）
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

立
案
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
で
は

森
林
公
園
建
設
推
進
協
議
会
が
発
足

し
、
｝
丸
と
な
っ
て
取
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
林
業
構
造

改
善
村
落
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
六

千
万
円
の
事
業
費
を
か
け
て
運
動
広

休養広場

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ヘ

　
　
↓

、

辰　　　　　　　　㎜　　　『，
ケ　　　　　羽　　根　　川

寸、一’で藤…”、じll諭一
’　　　　　　　　　　　　　　　塩ノ又分校
　e十日町塩沢線
　　　　　　　　　塩ノ又　　　　●湯本荘

場
、
休
養
広
場
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
、
便

所
、
植
栽
、
取
付
道
路
の
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

　
三
十
P
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス

昭和56年7月10日

森林運動公園位置図
　魚沼スカイライン

　　　　　　トリムコース
！

　　　運動広場及び

　テニスコートヘ

取付道路「＼＿‘

　
　
ノ
！

十
日
町
へ
↓

　
今
回
仮
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
、
運

動
広
場
に
造
成
さ
れ
た
全
天
候
型
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
と
、
自
然
の
地

形
を
利
用
し
て
木
材
で
組
み
た
て
ら

れ
た
三
十
ポ
イ
ン
ト
あ
る
ト
リ
ム
コ

ー
ス
で
す
。
両
施
設
と
も
こ
れ
ま
で

に
十
日
町
市
に
な
か
っ
た
新
し
い
施

設
で
、
ト
リ
ム
コ
ー
ト
に
は
い
ろ
い

ろ
の
ア
イ
デ
ア
が
と
り
入
れ
ら
れ
て

全天候型テニスコート（2面）

い
ま
す
。
七
月
二
十
五
日
の
開
園
式

に
は
十
日
町
大
太
鼓
、
鼓
笛
隊
な

ど
も
加
わ
っ
て
大
が
か
り
な
式
典
が

行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
オ
ー
プ
ン
後
の
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
元
が
管
理

組
合
を
つ
く
っ
て
全
般
に
つ
い
て
対

応
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
テ
ニ

ス
コ
i
ト
の
使
用
申
込
み
に
つ
い
て

も
こ
の
組
合
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
使
用
料
、
時
間
、
ま
た

施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
報
七
月

二
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
管
理
棟
を
は
じ

め
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
、
牧
場
な
ど

の
施
設
を
整
備
し
て
行
く
計
画
で
、

将
来
的
に
は
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

か
ら
の
遊
歩
道
の
開
設
、
塩
ノ
又
温

泉
を
包
含
し
て
、
湯
沢
町
に
い
た
る

一
大
観
光
ル
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
整

備
し
て
行
く
考
え
で
す
．

トリムコース（部分）

地
域
の
カ
で

よ
り
魅
力
あ
る
公
園
に

　
　
　
　
　
　
林
福
市
さ
ん

　
塩
ノ
又
部
落
は
二
十
年
前
に
三
十

四
軒
あ
っ
た
の
が
現
在
で
は
十
四
軒

と
過
疎
化
が
激
し
く
、
み
ん
な
い
つ

か
は
土
地
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
過
疎
化
に
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か

け
た
い
と
地
元
で
話
し
合
い
、
昭
和

五
十
四
年
の
六
箇
地
区
広
聴
会
の
席

上
で
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
護
国
観

音
、
塩
ノ
又
温
泉
を
含
め
た
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
帯
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
、
森
林
公
園
の
プ
ラ
ン
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
市
当
局
で
さ
っ

そ
く
予
算
づ
け
し
て
も
ら
い
、
計
画

が
実
現
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
の
当
初
は
、
み
ん
な
不
安
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
特
に
推

進
協
議
会
の
若
い
人
達
の
カ
で
地
元

が
ま
と
ま
っ
て
行
動
を
と
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
管
理
を
は
じ
め
と

し
て
観
光
客
の
受
け
入
れ
全
般
を
地

元
で
担
当
し
て
行
く
訳
で
す
が
、
市

の
協
力
を
願
っ
て
塩
ノ
又
独
自
の
特

徴
あ
る
施
設
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
家
族

づ
れ
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
（
十
日
町
森
林
公
園
建
設

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
会
長
）

謬
ヨ
盧
召
謬
翌
洒
［
藍
塁
一
藍
繧
聖
旨
巳
茎
聖
猛
璽
コ
当
鷹
コ
盧
コ
巴
コ
巳
8
曜
3
8
コ
曜
聖
9
曜
翌
置
雪
置
コ
醒
9
筐
聖
巳
謬
翌

森
林
公
園
か
ら

地
域
へ
の
U
タ
ー
ン
を

　
　
　
　
桑
原
マ
ス
エ
さ
ん

　
塩
ノ
又
部
落
は
十
日
町
市
の
な
か

で
も
山
間
地
で
す
の
で
、
特
に
婦
人

は
街
に
勤
め
に
で
る
こ
を
が
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
森
林
公
園

が
で
き
、
さ
ら
に
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
元
で
働
く
機
会
も
増

え
る
で
し
ょ
う
し
、
さ
ら
に
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
帯
と
し
て
発
展

す
れ
ば
道
路
も
改
良
さ
れ
、
街
に
で

る
の
に
も
便
利
に
な
り
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
塩
ノ
又
部
落
の
人
口
が
多

く
な
っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
特
に
色
々
な
事
清
で
現
在
こ
の

部
落
を
離
れ
て
い
る
人
達
が
、
嫁
を

迎
え
て
家
族
と
も
ど
も
生
活
で
き
る

こ
と
が
願
い
で
す
。

　
塩
ノ
又
部
落
婦
人
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
森
林
公
園
で
各
種
行
事
が
あ

6
時
に
は
接
待
等
で
協
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
し
、
体
の
た
め
に
な

る
の
で
、
ひ
ま
を
み
つ
け
て
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
間
地
に
大
き
な
公
園
を
つ
く
っ

て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
と
同

時
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
塩
ノ
又
部
落
婦
人
会
長
V

昭和56年7月10目

広
聴
会
開
催

　
　
　
…
雪
を
共
通
テ
ー
マ

　
地
区
広
聴
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
月
十
日
ま
で
に
六
会
場
が
終

り
、
最
後
の
飛
渡
地
区
会
場
ま
で
、

十
四
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区

か
ら
は
、
道
路
や
学
校
、
治
山
治
水
、

観
光
開
発
な
ど
の
社
会
資
本
の
充
実

中に
i一

に
つ
い
て
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
年
の
共
通
テ
ー
マ
の

「
弔
ヨ
」
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
立
思

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
交
通
確
保
、
冬
期
寄
宿

舎
の
廃
止
、
冬
期
間
の
駐
車
場
の
確

程　
　
30

日　
　
9

会
レ

聴
お

広
　
夜

区
　
間

地
時

月
・
日
曜

地
　
　
区

会
　
　
　
場

　
　
　
声

7
月
1
3
日
帽

川
　
　
　
　
治

川
治
地
区
公
民
館

7
月
1
4
日
図

下
　
　
　
　
条

下
条
地
区
公
民
館

7
月
1
5
日
困

吉
　
　
　
　
田

吉
田
中
学
校

7
月
1
7
日
囲

八
　
　
　
　
箇

池
之
平
集
会
所

7
月
21
日
図

水
沢
小
学
校

（
野
中
小
学
校
地
区
含
）

水
沢
地
区
公
民
館

7
月
22
日
困

馬
場
小
学
校

馬
場
小
学
校

7
月
24
日
團

イ
　
日
　
町

市
　
民
　
会
　
館

7
月
2
9
日
困

飛
　
　
　
　
渡

飛
渡
地
区
公
民
館

保
、
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
利
用
、
冬

期
間
下
宿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
青
年
団
活
動
の
停
滞
す
る
こ
と

の
悩
み
な
ど
多
彩
で
す
。
と
り
わ
け
、

二
子
で
今
冬
、
冬
期
保
安
要
員
を
し

た
水
落
秀
一
さ
ん
は
「
県
道
が
改
良

さ
れ
無
雪
に
な
る
と
保
安
要
員
が
廃

止
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
二
子
で

は
今
冬
の
異
常
豪
雪
の
中
で
す
ら
保

安
要
員
を
中
心
に
除
雪
組
合
を
つ
く

り
公
共
建
築
物
は
も
と
よ
り
通
学
路

の
確
保
や
各
自
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し

も
う
ま
く
行
っ
た
、
冬
の
部
落
の
中

心
に
な
る
保
安
要
員
を
な
く
さ
な
い

で
欲
し
い
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
各
地
区
で
出
さ
れ
た
要

望
は
、
国
土
庁
の
委
託
を
受
け
策
定

中
の
「
克
雪
地
域
つ
く
り
モ
デ
ル
計

画
」
の
中
に
盛
り
込
み
、
将
来
の
国
、

県
の
豪
雪
対
策
の
中
に
反
映
さ
せ
て

ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　昭和56年度第2回定例市議会は、6月22目から26目

まで5目間開催されました。この議会では、公平委員

に山本豪平氏を選任し、十目町市工場設置奨励条例な

ど32議案（請願9件、陳晴2件を含む）が審議され、

29議案について可決、採択、議決されました。

また市政についての一般質問は4名の議員が行いまし

た。

　今議会で審議された主なものはつぎのとおりです。

　■公平委員会委員の選任

　　山本豪平氏を選任

■固定資産評価審査委員会委員の選任

　　保坂徳一氏を選任

　■十日町市工場設置奨励条例制定

　　固定資産税の減免、融資、利子補給金の交付、工

場新設のための便宜供与など思い切った優遇措置を

　盛り込んだ工場誘置奨励条例を制定

■特別職の給与に関する条例などを一部改正

　　三役、’教育長、議長、副議長、市議会議員の給与

及び報酬などに関する条例を一部改正

　■一般質問の主な内容

上村仁平議員（行政改革が十日町市に及ぼす影響と

　その対策について）

小宮山達男議員（道路問題について、生活の簡素化

について）

小杉清一議員（苗場山麓開発の進歩状況と将来の展

望について）

佐藤一男議員（国の57年度予算編成の目標について、

国有財産の取得について）

水
沢
地
区
で
移
動
市
民
と
語
る
日

　
今
年
も
水
沢
、
吉
田
（
九
月
）

下
条
（
十
月
）
で
移
動
市
民
と
語
る

日
を
行
い
ま
す
。
第
一
回
の
水
沢
地

区
で
は
七
組
四
十
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
道
路
問
題
を
中
心
に
要
望
に

き
た
南
雲
青
年
団
の
皆
さ
ん
は
会
見

を
終
っ
て
、
　
「
面
倒
な
手
続
も
と
ら

ず
に
市
長
と
気
軽
に
話
せ
る
場
が
あ

っ
て
い
い
。
市
民
の
声
を
広
く
聞
こ

う
と
す
る
姿
勢
に
大
賛
成
だ
（
飯
塚

茂
夫
）
」
　
「
今
ま
で
は
山
地
山
地
と

言
わ
れ
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
自
信
が
な
か
っ
た
が
、
道
路
改

良
の
メ
ド
も
つ
き
自
信
が
も
て
て
き

た
（
飯
塚
政
友
）
」
　
「
は
じ
め
て
こ

う
い
う
席
に
で
て
き
た
。
こ
ん
ど
は

青
年
会
で
市
長
か
ら
来
て
も
ら
っ
て

幅
広
い
話
を
聞
き
た
い
（
上
村
耕
司
）
」

「
こ
れ
を
機
会
に
部
落
総
会
に
も
青

年
会
の
代
表
を
送
り
意
見
を
の
べ
た

い
（
富
井
剛
平
）
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

と・おガ辞3㎝

工場設置奨励
　　条例制定

不
動
産
取
得
税
改
正
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
十
日
町
財
務
事
務
所
ー

　
不
動
産
取
得
税
の
税
率
と
特
別
適

用
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
の
住
宅
控

除
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

①
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
と
き

に
課
税
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
の
税

率
が
現
行
の
三
％
か
ら
四
％
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
　
（
住
宅
に
つ
い
て

は
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
三
十
日
ま

で
に
取
得
し
た
と
き
に
限
り
、
現
行

の
三
％
の
ま
ま
で
す
）
、
こ
れ
は
、

昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
以
降
の
取

得
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

②
　
特
例
適
用
住
宅
（
延
床
面
積
が

百
六
十
五
㎡
以
下
で
、
し
か
も
評
価

額
が
一
、
m
あ
た
り
八
万
七
千
円
以
下

の
住
宅
）
を
新
築
し
た
場
合
の
住
宅

控
除
額
が
、
一
戸
に
つ
き
七
十
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
四
百
二
十
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
適
用
は
昭
和
五

十
六
年
七
月
一
日
以
降
の
取
得
か
ら

で
す
。
な
お
、
住
宅
控
除
の
適
用
を

受
け
る
に
は
、
新
築
後
六
十
目
以
内

に
不
動
産
取
得
申
告
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
（
8
七
ー
五
五
二
番
内
線
二

〇
四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
で
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
取

組
ん
で
い
ま
す
が
、
地
域
か
ら
提
案
さ
れ
計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
塩
ノ

又
地
区
の
森
林
運
動
公
園
が
こ
の
ほ
ど
↓
部
完
成
し
、
来
た
る
七
月
二
土

五
日
か
ら
仮
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
同
公
園
は
地
域
の
人
た
ち
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
十
日
町
市
の
観
光
事
業
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
オ
ー
．
♂
ン
が
待
た
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
．

地
域
の
声
が

　
　
　
産
み
だ
し
た
公
園

　
昭
和
五
十
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た

地
区
広
聴
会
の
六
箇
会
場
で
森
林
公

園
の
計
画
が
だ
さ
れ
、
市
で
は
こ
れ

を
受
け
て
総
合
計
画
の
三
大
公
園
の

一
つ
（
総
合
公
園
、
史
跡
公
園
、
森

林
公
園
）
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

立
案
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
で
は

森
林
公
園
建
設
推
進
協
議
会
が
発
足

し
、
｝
丸
と
な
っ
て
取
組
み
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
五
年
に
は
、
林
業
構
造

改
善
村
落
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
六

千
万
円
の
事
業
費
を
か
け
て
運
動
広

休養広場

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
ヘ

　
　
↓

、

辰　　　　　　　　㎜　　　『，
ケ　　　　　羽　　根　　川

寸、一’で藤…”、じll諭一
’　　　　　　　　　　　　　　　塩ノ又分校
　e十日町塩沢線
　　　　　　　　　塩ノ又　　　　●湯本荘

場
、
休
養
広
場
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
、
便

所
、
植
栽
、
取
付
道
路
の
工
事
を
行

い
ま
し
た
。

全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

　
三
十
P
の
ト
リ
ム
コ
ー
ス

昭和56年7月10日

森林運動公園位置図
　魚沼スカイライン

　　　　　　トリムコース
！

　　　運動広場及び

　テニスコートヘ

取付道路「＼＿‘

　
　
ノ
！

十
日
町
へ
↓

　
今
回
仮
オ
ー
プ
ン
す
る
の
は
、
運

動
広
場
に
造
成
さ
れ
た
全
天
候
型
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
と
、
自
然
の
地

形
を
利
用
し
て
木
材
で
組
み
た
て
ら

れ
た
三
十
ポ
イ
ン
ト
あ
る
ト
リ
ム
コ

ー
ス
で
す
。
両
施
設
と
も
こ
れ
ま
で

に
十
日
町
市
に
な
か
っ
た
新
し
い
施

設
で
、
ト
リ
ム
コ
ー
ト
に
は
い
ろ
い

ろ
の
ア
イ
デ
ア
が
と
り
入
れ
ら
れ
て

全天候型テニスコート（2面）

い
ま
す
。
七
月
二
十
五
日
の
開
園
式

に
は
十
日
町
大
太
鼓
、
鼓
笛
隊
な

ど
も
加
わ
っ
て
大
が
か
り
な
式
典
が

行
わ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
オ
ー
プ
ン
後
の
施
設
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
元
が
管
理

組
合
を
つ
く
っ
て
全
般
に
つ
い
て
対

応
す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
テ
ニ

ス
コ
i
ト
の
使
用
申
込
み
に
つ
い
て

も
こ
の
組
合
を
通
じ
て
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
使
用
料
、
時
間
、
ま
た

施
設
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市
報
七
月

二
十
五
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
管
理
棟
を
は
じ

め
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
場
、
牧
場
な
ど

の
施
設
を
整
備
し
て
行
く
計
画
で
、

将
来
的
に
は
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

か
ら
の
遊
歩
道
の
開
設
、
塩
ノ
又
温

泉
を
包
含
し
て
、
湯
沢
町
に
い
た
る

一
大
観
光
ル
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
整

備
し
て
行
く
考
え
で
す
．

トリムコース（部分）

地
域
の
カ
で

よ
り
魅
力
あ
る
公
園
に

　
　
　
　
　
　
林
福
市
さ
ん

　
塩
ノ
又
部
落
は
二
十
年
前
に
三
十

四
軒
あ
っ
た
の
が
現
在
で
は
十
四
軒

と
過
疎
化
が
激
し
く
、
み
ん
な
い
つ

か
は
土
地
を
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
過
疎
化
に
な
ん
と
か
歯
止
め
を
か

け
た
い
と
地
元
で
話
し
合
い
、
昭
和

五
十
四
年
の
六
箇
地
区
広
聴
会
の
席

上
で
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
、
護
国
観

音
、
塩
ノ
又
温
泉
を
含
め
た
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
帯
を
つ
く
り
あ

げ
る
た
め
、
森
林
公
園
の
プ
ラ
ン
を

提
案
し
た
と
こ
ろ
、
市
当
局
で
さ
っ

そ
く
予
算
づ
け
し
て
も
ら
い
、
計
画

が
実
現
し
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
の
当
初
は
、
み
ん
な
不
安
を

感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
特
に
推

進
協
議
会
の
若
い
人
達
の
カ
で
地
元

が
ま
と
ま
っ
て
行
動
を
と
れ
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
管
理
を
は
じ
め
と

し
て
観
光
客
の
受
け
入
れ
全
般
を
地

元
で
担
当
し
て
行
く
訳
で
す
が
、
市

の
協
力
を
願
っ
て
塩
ノ
又
独
自
の
特

徴
あ
る
施
設
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
家
族

づ
れ
で
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
（
十
日
町
森
林
公
園
建
設

　
　
　
　
　
推
進
協
議
会
会
長
）

謬
ヨ
盧
召
謬
翌
洒
［
藍
塁
一
藍
繧
聖
旨
巳
茎
聖
猛
璽
コ
当
鷹
コ
盧
コ
巴
コ
巳
8
曜
3
8
コ
曜
聖
9
曜
翌
置
雪
置
コ
醒
9
筐
聖
巳
謬
翌

森
林
公
園
か
ら

地
域
へ
の
U
タ
ー
ン
を

　
　
　
　
桑
原
マ
ス
エ
さ
ん

　
塩
ノ
又
部
落
は
十
日
町
市
の
な
か

で
も
山
間
地
で
す
の
で
、
特
に
婦
人

は
街
に
勤
め
に
で
る
こ
を
が
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
森
林
公
園

が
で
き
、
さ
ら
に
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
元
で
働
く
機
会
も
増

え
る
で
し
ょ
う
し
、
さ
ら
に
観
光
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
帯
と
し
て
発
展

す
れ
ば
道
路
も
改
良
さ
れ
、
街
に
で

る
の
に
も
便
利
に
な
り
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
塩
ノ
又
部
落
の
人
口
が
多

く
な
っ
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
特
に
色
々
な
事
清
で
現
在
こ
の

部
落
を
離
れ
て
い
る
人
達
が
、
嫁
を

迎
え
て
家
族
と
も
ど
も
生
活
で
き
る

こ
と
が
願
い
で
す
。

　
塩
ノ
又
部
落
婦
人
会
で
は
、
こ
れ

か
ら
も
森
林
公
園
で
各
種
行
事
が
あ

6
時
に
は
接
待
等
で
協
力
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
し
、
体
の
た
め
に
な

る
の
で
、
ひ
ま
を
み
つ
け
て
利
用
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
間
地
に
大
き
な
公
園
を
つ
く
っ

て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
と
同

時
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
利
用
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
塩
ノ
又
部
落
婦
人
会
長
V

昭和56年7月10目

広
聴
会
開
催

　
　
　
…
雪
を
共
通
テ
ー
マ

　
地
区
広
聴
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
月
十
日
ま
で
に
六
会
場
が
終

り
、
最
後
の
飛
渡
地
区
会
場
ま
で
、

十
四
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
各
地
区

か
ら
は
、
道
路
や
学
校
、
治
山
治
水
、

観
光
開
発
な
ど
の
社
会
資
本
の
充
実

中に
i一

に
つ
い
て
の
要
望
が
多
く
出
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
年
の
共
通
テ
ー
マ
の

「
弔
ヨ
」
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
な
立
思

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
間
の
交
通
確
保
、
冬
期
寄
宿

舎
の
廃
止
、
冬
期
間
の
駐
車
場
の
確

程　
　
30

日　
　
9

会
レ

聴
お

広
　
夜

区
　
間

地
時

月
・
日
曜

地
　
　
区

会
　
　
　
場

　
　
　
声

7
月
1
3
日
帽

川
　
　
　
　
治

川
治
地
区
公
民
館

7
月
1
4
日
図

下
　
　
　
　
条

下
条
地
区
公
民
館

7
月
1
5
日
困

吉
　
　
　
　
田

吉
田
中
学
校

7
月
1
7
日
囲

八
　
　
　
　
箇

池
之
平
集
会
所

7
月
21
日
図

水
沢
小
学
校

（
野
中
小
学
校
地
区
含
）

水
沢
地
区
公
民
館

7
月
22
日
困

馬
場
小
学
校

馬
場
小
学
校

7
月
24
日
團

イ
　
日
　
町

市
　
民
　
会
　
館

7
月
2
9
日
困

飛
　
　
　
　
渡

飛
渡
地
区
公
民
館

保
、
消
雪
パ
イ
プ
の
有
効
利
用
、
冬

期
間
下
宿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
青
年
団
活
動
の
停
滞
す
る
こ
と

の
悩
み
な
ど
多
彩
で
す
。
と
り
わ
け
、

二
子
で
今
冬
、
冬
期
保
安
要
員
を
し

た
水
落
秀
一
さ
ん
は
「
県
道
が
改
良

さ
れ
無
雪
に
な
る
と
保
安
要
員
が
廃

止
に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
二
子
で

は
今
冬
の
異
常
豪
雪
の
中
で
す
ら
保

安
要
員
を
中
心
に
除
雪
組
合
を
つ
く

り
公
共
建
築
物
は
も
と
よ
り
通
学
路

の
確
保
や
各
自
の
屋
根
の
雪
お
ろ
し

も
う
ま
く
行
っ
た
、
冬
の
部
落
の
中

心
に
な
る
保
安
要
員
を
な
く
さ
な
い

で
欲
し
い
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
各
地
区
で
出
さ
れ
た
要

望
は
、
国
土
庁
の
委
託
を
受
け
策
定

中
の
「
克
雪
地
域
つ
く
り
モ
デ
ル
計

画
」
の
中
に
盛
り
込
み
、
将
来
の
国
、

県
の
豪
雪
対
策
の
中
に
反
映
さ
せ
て

ゆ
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　昭和56年度第2回定例市議会は、6月22目から26目

まで5目間開催されました。この議会では、公平委員

に山本豪平氏を選任し、十目町市工場設置奨励条例な

ど32議案（請願9件、陳晴2件を含む）が審議され、

29議案について可決、採択、議決されました。

また市政についての一般質問は4名の議員が行いまし

た。

　今議会で審議された主なものはつぎのとおりです。

　■公平委員会委員の選任

　　山本豪平氏を選任

■固定資産評価審査委員会委員の選任

　　保坂徳一氏を選任

　■十日町市工場設置奨励条例制定

　　固定資産税の減免、融資、利子補給金の交付、工

場新設のための便宜供与など思い切った優遇措置を

　盛り込んだ工場誘置奨励条例を制定

■特別職の給与に関する条例などを一部改正

　　三役、’教育長、議長、副議長、市議会議員の給与

及び報酬などに関する条例を一部改正

　■一般質問の主な内容

上村仁平議員（行政改革が十日町市に及ぼす影響と

　その対策について）

小宮山達男議員（道路問題について、生活の簡素化

について）

小杉清一議員（苗場山麓開発の進歩状況と将来の展

望について）

佐藤一男議員（国の57年度予算編成の目標について、

国有財産の取得について）

水
沢
地
区
で
移
動
市
民
と
語
る
日

　
今
年
も
水
沢
、
吉
田
（
九
月
）

下
条
（
十
月
）
で
移
動
市
民
と
語
る

日
を
行
い
ま
す
。
第
一
回
の
水
沢
地

区
で
は
七
組
四
十
四
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
道
路
問
題
を
中
心
に
要
望
に

き
た
南
雲
青
年
団
の
皆
さ
ん
は
会
見

を
終
っ
て
、
　
「
面
倒
な
手
続
も
と
ら

ず
に
市
長
と
気
軽
に
話
せ
る
場
が
あ

っ
て
い
い
。
市
民
の
声
を
広
く
聞
こ

う
と
す
る
姿
勢
に
大
賛
成
だ
（
飯
塚

茂
夫
）
」
　
「
今
ま
で
は
山
地
山
地
と

言
わ
れ
て
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
自
信
が
な
か
っ
た
が
、
道
路
改

良
の
メ
ド
も
つ
き
自
信
が
も
て
て
き

た
（
飯
塚
政
友
）
」
　
「
は
じ
め
て
こ

う
い
う
席
に
で
て
き
た
。
こ
ん
ど
は

青
年
会
で
市
長
か
ら
来
て
も
ら
っ
て

幅
広
い
話
を
聞
き
た
い
（
上
村
耕
司
）
」

「
こ
れ
を
機
会
に
部
落
総
会
に
も
青

年
会
の
代
表
を
送
り
意
見
を
の
べ
た

い
（
富
井
剛
平
）
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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工場設置奨励
　　条例制定

不
動
産
取
得
税
改
正
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
十
日
町
財
務
事
務
所
ー

　
不
動
産
取
得
税
の
税
率
と
特
別
適

用
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
の
住
宅
控

除
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
に
な

り
ま
し
た
。

①
土
地
や
家
屋
を
取
得
し
た
と
き

に
課
税
さ
れ
る
不
動
産
取
得
税
の
税

率
が
現
行
の
三
％
か
ら
四
％
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。
　
（
住
宅
に
つ
い
て

は
、
昭
和
六
十
一
年
六
月
三
十
日
ま

で
に
取
得
し
た
と
き
に
限
り
、
現
行

の
三
％
の
ま
ま
で
す
）
、
こ
れ
は
、

昭
和
五
十
六
年
七
月
一
日
以
降
の
取

得
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

②
　
特
例
適
用
住
宅
（
延
床
面
積
が

百
六
十
五
㎡
以
下
で
、
し
か
も
評
価

額
が
一
、
m
あ
た
り
八
万
七
千
円
以
下

の
住
宅
）
を
新
築
し
た
場
合
の
住
宅

控
除
額
が
、
一
戸
に
つ
き
七
十
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
四
百
二
十
万
円
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
適
用
は
昭
和
五

十
六
年
七
月
一
日
以
降
の
取
得
か
ら

で
す
。
な
お
、
住
宅
控
除
の
適
用
を

受
け
る
に
は
、
新
築
後
六
十
目
以
内

に
不
動
産
取
得
申
告
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
十
日
町
財
務
事

務
所
（
8
七
ー
五
五
二
番
内
線
二

〇
四
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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シロを絶滅アメ

早期発見・早期防除を

緑の大敵．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■越　　冬　蝋で越冬します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■成　　虫　越冬した蝿は5月から6月初旬（第1化期）に成虫になり、産卵します。
　　　　　、．“1箋、’嵐璽、　　　　　□産　卵・匹の産卵数は8・・～2・…イ立と極めて多く・・週間位でふ化します・
　　　　　一建，羅、”　峯、　　　　　　　’　　　　■幼　　虫　10日～12日間かたまっていますが（この時期が防除適期です）それ

　　　　欄　　、駝　　　　織誌雛讃灘磐織集嚇欝灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼虫は約35日位で蝋になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■第2化期　第1化期をおえるアメリカシ・ヒトリは、7～8月には産卵し、2，000倍

　　　この1匹が2・000匹．防除幼．嬬；臨著綴雛論錨潔藁切，取，焼

〔奈弊1市寧誰繍タナス●〕驚難毒1鱒麟綴綴窺建難

防除機を無料で貸出

　市では、アメシ・専用の防除

機と高枝切1）バサミを用意し、

－）ぎの要領で無料貸し出ししま

す。

貸付対象者
　市政事務嘱託員及び各事業所

責任者（防除は町内や部落全体

で行わないと効果がありません

び）で、個人貸し出しはいたしま

防
除
は
市
農
協
・

市
農
僕
蓑
済
、
組
谷
誕
も

　
　
　
　
　
膠
懸
惹
饗
ま
す

　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
で
も

防
除
を
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

つ
ぎ
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二

～
一
、
一
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
。

二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
。

一
、
一
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

　
　
　
　
　
■

持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
る
。

四
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
カ

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
、
水
を
満

蕊
．
舜
鎌
灘
鑓
の

●
責
任
技
術
者

●
主
任
配
管
工

　
六
月
二
十
五
日
号
（
お
知
ら
せ
版
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
下
水
道
排
水

設
備
等
工
事
責
任
技
術
者
等
の
登
録

資
格
試
験
合
格
者
で
、
責
任
技
術
者

等
と
し
て
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
七
月
一
日
か
ら
七
月
一
．
一
十

一
日
ま
で
が
登
録
申
請
期
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
登
録
申

請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期

間
を
経
過
す
る
と
登
録
資
格
が
無
効

　
　
　
　
嘱
市
法
　
　
す
申
や
に

　
　
　
　
、
じ
方
Q
ま
に
内
う

　
　
　
　
は
通
用
い
り
前
町
よ

　
　
　
　
た
を
使
さ
あ
日
り
る

　
　
　
　
か
者
、
だ
が
3
よ
め

　
　
　
　
る
任
み
く
り
、
に
決

　
　
　
　
す
責
込
て
限
2
果
を

　
　
　
　
望
所
し
け
に
る
結
程
。

　
　
　
　
希
業
申
受
数
け
の
日
い

　
　
法
を
事
へ
を
台
受
そ
除
さ

　
　
方
け
び
課
明
、
借
、
防
だ

　
）
け
受
及
林
説
お
、
み
の
く

　
ん
受
借
員
農
の
な
で
込
落
て

　
せ
借
　
託
・
等
　
の
し
部
し

　
た
し
て
、
二
～
一
．
一
本
用
意
し
て
お
く
。

　
五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

　
実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
、
市
農
協
、

　
ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し

　
　
日
程
等
打
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
連
絡
先
　
市
農
協
営
農
課
　
B

　
　
七
i
一
五
七
一
番
、
市
農
業
共
済
組

　
　
合
B
二
i
一
二
エ
ハ
四
番
）

　
　
六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

　
　
負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

　
　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
の
機
械

　
　
と
も
一
時
間
当
た
り
六
千
円
で
す
。

　
　
　
ど
ち
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

　
　
人
付
き
ま
す
。

嚢
録
璽
講
．
を

　
　
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
●
指
定
工
事
業
者

　
　
　
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水

　
　
道
管
に
接
続
す
る
工
事
を
施
工
す
る

　
　
業
者
は
、
市
で
指
定
し
た
業
者
で
な

　
　
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
工
事
業
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

　
　
す
る
も
の
は
、
専
属
の
責
任
技
術
者

　
　
一
人
及
び
主
任
配
管
工
二
人
以
上
を

　
　
要
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
が
、
登
録
申
請
受
付
期
間
は
九
月

　
　
一
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

蘇聡

嬢

　
　
　
　
降
水
量
と
水
資

　
私
達
が
利
用
出
来
る
水
資
源
は
、
　
　
百
七
十
二
、
・
、
リ
材
と

雨
や
雪
に
よ
り
、
地
域
に
も
た
ら
さ

れ
る
降
水
が
源
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
制
約
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
多
雨

地
帯
で
あ
る
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン

地
帯
に
あ
り
、
年
間
平
均
降
水
量
は

約
千
八
百
ミ
リ
折
、
水
量
に
し
て
約

六
千
七
百
億
㎡
で
、
世
界
平
均
降
水

量
の
約
二
倍
と
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

人
口
一
人
当
た
り
の
降
水
量
で
み
る

と
世
界
平
均
の
約
三
万
四
千
㎡
に
対

し
堵
の
約
六
千
㎡
で
決
し
て
多
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
十
β
町
市
の
場
合
を
、
林
業
試
験

場
十
日
町
試
験
地
の
六
十
年
平
均
値

で
み
る
と
、
年
間
降
水
量
は
二
千
五

　
測

　
観

　
地

　
験

　
試

　
町

　
日

　
十

十日町の月別降水量（60年平均）

　　　　月

碩目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

降
水
量
（

■1）

400

300

200

100

　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
源

　
　
　
　
　
　
　
、
我
国
の
平
均

を
遙
か
に
う
わ
ま
っ
て
お
り
、
市
全

体
に
一
年
問
で
約
五
億
四
千
四
百
万

㎡
の
水
が
空
か
ら
降
っ
て
お
り
、
人
口

一
人
当
た
り
で
み
て
も
約
一
万
一
千

㎡
と
な
り
、
、
私
達
の
地
域
は
、
大
き

な
加
の
産
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

二
れ
を
月
別
に
表
わ
し
た
の
が
表
で

す
が
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
冬

期
問
に
雪
と
し
て
降
り
、
貯
え
ら
れ

る
量
が
、
全
体
の
四
十
八
％
に
も
達

し
て
お
り
、
こ
の
雪
は
ゆ
る
や
か
に

融
け
な
が
ら
、
農
作
物
を
育
み
、
飲

料
水
と
な
っ
て
、
人
々
の
命
を
う
る

お
し
」
電
気
と
な
っ
て
、
く
ら
し
を

守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
降
水
量
は
年

や
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
数
年
間
に
一
度
の

雨
し
か
降
ら
な
い
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
地

下
で
さ
え
大
規
模
の
地
下
水
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ア
ト
ラ
ス
山

脈
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
地
中
に
浸
透

し
て
出
来
た
水
で
あ
り
、
一
見
、
何

ん
の
か
か
わ
り
も
な
い
、
遙
か
遠
く

離
れ
た
山
々
の
雨
や
雪
が
、
熱
砂
、

灼
熱
の
地
帯
の
人
々
の
生
命
を
う
る

お
し
て
い
ま
す
。
水
は
、
私
達
の
想

像
を
こ
え
た
広
い
地
域
や
人
々
と
か

か
わ
り
、
無
限
に
め
ぐ
り
な
が
ら
供

給
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
出
来
る
水
は
、

無
尽
蔵
で
は
な
く
限
り
あ
る
資
源
で

す
。

昭和56年7月10日

◎
防
ご
う
非
行

　
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

　
七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
、
第
三

十
一
回
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
少
年
非
行
は
年
々
低
年
齢
層
に
広

が
り
、
最
近
は
中
学
生
の
非
行
が
め

だ
っ
て
い
ま
す
。
内
容
的
に
も
、
家

庭
内
や
学
校
内
で
の
暴
力
事
件
が
多

少年補導人員の推移〈全国〉

繭1編論1葭

シンナー等による　暴走族による
補導（中学生）　　　補導（少年）

校内暴力による
補導（中学生）

開
講
し
た
手
話
講
習
会

現
在
、
市
内
に
は
約
百
五
十
名
の
　
者
は
市
社
会
事
務
所
援
護
係
ま
で
。

発
す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ナ
ー
や
覚

せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
少
年
の
増

加
や
暴
走
族
少
年
の
凶
悪
化
が
顕
著

で
あ
る
な
ど
、
深
刻
な
状
況
を
呈
し

て
い
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

　
こ
の
た
め
郡
市
内
で
は
、
中
魚
沼

地
区
実
施
委
員
会
（
委
員
長
口
諸
里

市
長
）
を
結
成
し
、
去
る
七
月
一
日

の
運
動
ス
タ
ー
ト
の
日
に
は
、
セ
ン

タ
ー
ク
・
ス
で
更
生
保
護
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
運
動
普
及
の
た
め
の

チ
ラ
シ
・
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

　
さ
ら
に
、
七
月
二
十
】
日
に
は
、

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
P

T
A
・
婦
人
会
・
民
生
委
員
等
約
百

人
に
よ
る
更
生
保
護
の
ケ
ー
ス
研
究

会
（
講
師
は
県
保
護
観
察
官
）
を
開

催
し
ま
す
。

一
目
里
親
に
な
つ
て
く
だ
さ
い

とおガ」し雪（9）

聴
覚
障
害
を
も
つ
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
た
手
話
サ

ー
ク
ル
（
田
中
伊
作
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
十
六
名
が
講
師
と
な
っ
て
、
手

話
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
七
月
三
日
囲
開
講
式
が
行
わ
れ
、

七
十
六
名
と
い
う
多
く
の
人
が
参
加
．

こ
の
講
習
会
、
九
月
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
、
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
青
少

年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
希
望

　
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
あ
た
た
か

い
家
庭
で
両
親
と
一
緒
に
生
活
で
き

な
い
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
一
日
里
親
事
業
は
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
、
こ
れ
ら
施
設
に
入
っ
て
い

る
子
供
た
ち
に
、
一
般
家
庭
で
の
明

る
い
楽
し
い
生
活
を
体
験
さ
せ
て
も

ら
う
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
里
親
受
入
れ
の
］
般
的
な
心
得
は
、

「
お
孫
さ
ん
」
か
「
お
子
さ
ん
の
友

達
」
が
泊
り
に
き
た
よ
う
な
気
持
で
、

特
別
な
心
遣
い
や
準
備
を
し
な
い
こ

と
。
で
き
る
だ
け
一
般
の
家
庭
生
活

を
理
解
さ
け
、
体
験
を
豊
か
に
す
る

よ
う
ら
が
け
で
、
も
ら
う
こ
と
な
ど
で

す
。　

今
回
の
里
親
事
業
の
対
象
児
童
は
、

聖
母
愛
児
園
（
見
附
市
V
の
四
歳
～

十
七
歳
ま
で
の
二
十
五
名
で
す
。

■
日
程
　
八
月
八
目
国
　
一
日
里
親

受
託
式
（
午
前
十
時
半
か
ら
・
十
日

町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室
）

八
月
十
日
㈲
　
里
親
事
業
終
了
式

（
午
前
十
時
か
ら
・
会
場
は
同
じ
）

■
申
込
方
法
　
申
込
み
さ
れ
る
か
た

は
、
世
帯
主
、
住
所
、
職
業
、
希
望

児
童
数
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
受
託
児
童
数
は
二
人
一
組

で
す
が
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
調

整
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

■
申
込
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
福

祉
係
（
窓
七
｝
三
一
一
一
番
内
線
二

一
　
一
　
・
二
　
一
ム
ハ
）

■
締
切
り
　
七
月
二
十
日
㈲

国
際
障
害
者
年

　
　
　
　
記
念
品
を
頒
布

　
日
本
国
際
連
合
協
会
で
は
、
国
際

障
害
者
年
の
趣
旨
普
及
と
、
国
連
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
種

類
の
国
際
障
害
者
年
公
式
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
入
り
記
念
品
を
頒
布
し
て
い

ま
す
。
①
バ
ッ
ジ
（
七
宝
仕
上
げ
）

三
百
円
、
②
ネ
ク
タ
イ
止
め
（
七
宝

仕
上
げ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
入
）

五
百
円
、
送
料
は
別
負
担
．

　
申
込
書
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
B
七
－
三
一
二
番
内
線
二

一
四
）
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
等
に
つ
い
て
も
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
　
㈲

　
　
国
際
障
害
者
年

近
く
に
障
害
者

　
の
た
め
の
施
設
を

　
　
　
　
　
佐
野
正
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
町
箇
）

　
僕
は
第
一
級
の
身
体
障
竃
著
で
す
。

脳
性
小
児
マ
ヒ
と
書
う
病
気
で
、
手

足
が
不
自
由
に
な
り
、
自
分
の
カ
で

は
、
歩
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
立
つ

こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
で
す
。
健
常

考
の
人
が
初
め
て
僕
を
見
た
な
ら
、

き
っ
と
気
味
の
悪
い
も
の
に
見
え
る

と
思
い
ま
す
。

　
も
う
十
年
く
ら
い
前
に
な
り
ま
す

が
、
車
イ
ス
に
乗
っ
て
初
め
て
外
へ

で
た
こ
ろ
は
、
街
の
人
た
ち
の
冷
た

い
目
が
あ
り
、
も
う
外
へ
は
3
き
た

く
な
い
と
考
え
た
こ
と
も
た
ぴ
．
南
ぴ

で
し
た
。
こ
れ
で
は
自
分
に
負
け
て

し
ま
う
と
思
い
、
積
極
的
に
自
分
か

ら
外
へ
行
く
よ
う
に
し
、
見
て
、
な

れ
て
、
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
普
通
の
人
と
同
じ
よ
う
な

扱
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
横
断
歩
道

で
は
お
願
い
す
れ
ば
向
こ
う
ま
で
つ

れ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る
し
、
急
な

坂
道
を
登
っ
て
い
る
と
後
を
押
し
て

く
だ
さ
る
か
た
も
目
に
み
え
て
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
　
キ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
外
へ
で
て
い
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
の
、
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
僕
は
施
設
に
入
り
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。
両
親
は
反

対
し
て
い
る
の
で
す
が
、
施
設
に
入

身障嚢体脊大会では盈火に擦火

り
、
そ
こ
で
働
き
、
生
涯
す
ご
せ
た

ら
と
思
ρ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
施
設
は
数
が
少
な
く
、
遠

い
所
に
あ
る
た
め
鈍
、
入
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
。
こ
の
へ
ん
に
そ
う

い
っ
た
施
設
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
が
。

　
僕
の
よ
う
な
覚
症
な
身
体
障
害
者

は
、
家
族
の
愛
情
と
負
担
と
犠
牲
の

上
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
。
重
症
の
身
障
者
は
、
親
に
先
だ

た
れ
た
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き

て
行
け
ば
い
い
の
か
。
重
症
の
身
体

障
害
者
に
は
、
こ
の
こ
と
が
一
番
不

安
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
僕
の
趣
味
は
音
楽
を
聴
く
こ
と
で

す
。
そ
し
て
一
番
の
楽
し
み
は
、
一

．
年
一
回
の
バ
ス
旅
行
。
こ
と
し
は
新

潟
だ
と
き
き
ま
し
た
。
思
い
き
り
潮

の
香
り
を
吸
い
こ
ん
で
来
る
つ
も
り

で
す
。

　
明
日
と
い
う
日
を
信
じ

　
明
日
に
希
望
を
持
ち

　
明
日
に
向
か
っ
て

　
生
き
て
行
き
ま
す
。
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シロを絶滅アメ

早期発見・早期防除を

緑の大敵．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■越　　冬　蝋で越冬します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■成　　虫　越冬した蝿は5月から6月初旬（第1化期）に成虫になり、産卵します。
　　　　　、．“1箋、’嵐璽、　　　　　□産　卵・匹の産卵数は8・・～2・…イ立と極めて多く・・週間位でふ化します・
　　　　　一建，羅、”　峯、　　　　　　　’　　　　■幼　　虫　10日～12日間かたまっていますが（この時期が防除適期です）それ

　　　　欄　　、駝　　　　織誌雛讃灘磐織集嚇欝灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幼虫は約35日位で蝋になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■第2化期　第1化期をおえるアメリカシ・ヒトリは、7～8月には産卵し、2，000倍

　　　この1匹が2・000匹．防除幼．嬬；臨著綴雛論錨潔藁切，取，焼

〔奈弊1市寧誰繍タナス●〕驚難毒1鱒麟綴綴窺建難

防除機を無料で貸出

　市では、アメシ・専用の防除

機と高枝切1）バサミを用意し、

－）ぎの要領で無料貸し出ししま

す。

貸付対象者
　市政事務嘱託員及び各事業所

責任者（防除は町内や部落全体

で行わないと効果がありません

び）で、個人貸し出しはいたしま

防
除
は
市
農
協
・

市
農
僕
蓑
済
、
組
谷
誕
も

　
　
　
　
　
膠
懸
惹
饗
ま
す

　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
で
も

防
除
を
し
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

つ
ぎ
の
事
項
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

一
、
大
型
防
除
機
械
で
す
か
ら
、
二

～
一
、
一
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施
す
る
。

二
、
責
任
者
を
は
っ
き
り
と
決
め
る
。

一
、
一
、
防
除
当
日
は
、
人
夫
（
ホ
ー
ス

　
　
　
　
　
■

持
ち
）
を
四
～
五
人
出
役
さ
せ
る
。

四
、
防
除
当
日
ま
で
に
、
ド
ラ
ム
カ

ン
位
の
大
き
さ
の
容
器
に
、
水
を
満

蕊
．
舜
鎌
灘
鑓
の

●
責
任
技
術
者

●
主
任
配
管
工

　
六
月
二
十
五
日
号
（
お
知
ら
せ
版
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
下
水
道
排
水

設
備
等
工
事
責
任
技
術
者
等
の
登
録

資
格
試
験
合
格
者
で
、
責
任
技
術
者

等
と
し
て
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
七
月
一
日
か
ら
七
月
一
．
一
十

一
日
ま
で
が
登
録
申
請
期
間
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
登
録
申

請
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期

間
を
経
過
す
る
と
登
録
資
格
が
無
効

　
　
　
　
嘱
市
法
　
　
す
申
や
に

　
　
　
　
、
じ
方
Q
ま
に
内
う

　
　
　
　
は
通
用
い
り
前
町
よ

　
　
　
　
た
を
使
さ
あ
日
り
る

　
　
　
　
か
者
、
だ
が
3
よ
め

　
　
　
　
る
任
み
く
り
、
に
決

　
　
　
　
す
責
込
て
限
2
果
を

　
　
　
　
望
所
し
け
に
る
結
程
。

　
　
　
　
希
業
申
受
数
け
の
日
い

　
　
法
を
事
へ
を
台
受
そ
除
さ

　
　
方
け
び
課
明
、
借
、
防
だ

　
）
け
受
及
林
説
お
、
み
の
く

　
ん
受
借
員
農
の
な
で
込
落
て

　
せ
借
　
託
・
等
　
の
し
部
し

　
た
し
て
、
二
～
一
．
一
本
用
意
し
て
お
く
。

　
五
、
町
内
の
防
除
体
制
が
整
っ
た
ら
、

　
実
施
す
る
一
週
間
位
前
に
、
市
農
協
、

　
ま
た
は
市
農
業
共
済
組
合
へ
連
絡
し

　
　
日
程
等
打
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
連
絡
先
　
市
農
協
営
農
課
　
B

　
　
七
i
一
五
七
一
番
、
市
農
業
共
済
組

　
　
合
B
二
i
一
二
エ
ハ
四
番
）

　
　
六
、
防
除
薬
剤
は
、
防
除
実
施
者
の

　
　
負
担
と
し
、
防
除
機
械
の
使
用
料
は

　
　
市
農
協
、
市
農
業
共
済
組
合
の
機
械

　
　
と
も
一
時
間
当
た
り
六
千
円
で
す
。

　
　
　
ど
ち
ら
も
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

　
　
人
付
き
ま
す
。

嚢
録
璽
講
．
を

　
　
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
●
指
定
工
事
業
者

　
　
　
各
家
庭
か
ら
の
汚
水
を
公
共
下
水

　
　
道
管
に
接
続
す
る
工
事
を
施
工
す
る

　
　
業
者
は
、
市
で
指
定
し
た
業
者
で
な

　
　
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
　
工
事
業
者
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

　
　
す
る
も
の
は
、
専
属
の
責
任
技
術
者

　
　
一
人
及
び
主
任
配
管
工
二
人
以
上
を

　
　
要
す
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
て
い
ま

　
　
す
が
、
登
録
申
請
受
付
期
間
は
九
月

　
　
一
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

蘇聡

嬢

　
　
　
　
降
水
量
と
水
資

　
私
達
が
利
用
出
来
る
水
資
源
は
、
　
　
百
七
十
二
、
・
、
リ
材
と

雨
や
雪
に
よ
り
、
地
域
に
も
た
ら
さ

れ
る
降
水
が
源
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ

っ
て
制
約
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
多
雨

地
帯
で
あ
る
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン

地
帯
に
あ
り
、
年
間
平
均
降
水
量
は

約
千
八
百
ミ
リ
折
、
水
量
に
し
て
約

六
千
七
百
億
㎡
で
、
世
界
平
均
降
水

量
の
約
二
倍
と
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

人
口
一
人
当
た
り
の
降
水
量
で
み
る

と
世
界
平
均
の
約
三
万
四
千
㎡
に
対

し
堵
の
約
六
千
㎡
で
決
し
て
多
い
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
十
β
町
市
の
場
合
を
、
林
業
試
験

場
十
日
町
試
験
地
の
六
十
年
平
均
値

で
み
る
と
、
年
間
降
水
量
は
二
千
五

　
測

　
観

　
地

　
験

　
試

　
町

　
日

　
十

十日町の月別降水量（60年平均）

　　　　月

碩目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

降
水
量
（

■1）

400

300

200

100

　
　
　
　
　
　
　
　
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4

　
　
　
　
　
　
　
　
リ
晦

　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
源

　
　
　
　
　
　
　
、
我
国
の
平
均

を
遙
か
に
う
わ
ま
っ
て
お
り
、
市
全

体
に
一
年
問
で
約
五
億
四
千
四
百
万

㎡
の
水
が
空
か
ら
降
っ
て
お
り
、
人
口

一
人
当
た
り
で
み
て
も
約
一
万
一
千

㎡
と
な
り
、
、
私
達
の
地
域
は
、
大
き

な
加
の
産
地
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

二
れ
を
月
別
に
表
わ
し
た
の
が
表
で

す
が
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
の
冬

期
問
に
雪
と
し
て
降
り
、
貯
え
ら
れ

る
量
が
、
全
体
の
四
十
八
％
に
も
達

し
て
お
り
、
こ
の
雪
は
ゆ
る
や
か
に

融
け
な
が
ら
、
農
作
物
を
育
み
、
飲

料
水
と
な
っ
て
、
人
々
の
命
を
う
る

お
し
」
電
気
と
な
っ
て
、
く
ら
し
を

守
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
降
水
量
は
年

や
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
数
年
間
に
一
度
の

雨
し
か
降
ら
な
い
サ
ハ
ラ
砂
漠
の
地

下
で
さ
え
大
規
模
の
地
下
水
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ア
ト
ラ
ス
山

脈
に
降
っ
た
雨
や
雪
が
地
中
に
浸
透

し
て
出
来
た
水
で
あ
り
、
一
見
、
何

ん
の
か
か
わ
り
も
な
い
、
遙
か
遠
く

離
れ
た
山
々
の
雨
や
雪
が
、
熱
砂
、

灼
熱
の
地
帯
の
人
々
の
生
命
を
う
る

お
し
て
い
ま
す
。
水
は
、
私
達
の
想

像
を
こ
え
た
広
い
地
域
や
人
々
と
か

か
わ
り
、
無
限
に
め
ぐ
り
な
が
ら
供

給
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
出
来
る
水
は
、

無
尽
蔵
で
は
な
く
限
り
あ
る
資
源
で

す
。
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◎
防
ご
う
非
行

　
　
助
け
よ
う
立
ち
直
り

　
七
月
一
日
か
ら
一
ヵ
月
間
、
第
三

十
一
回
”
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
正
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て

犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
少
年
非
行
は
年
々
低
年
齢
層
に
広

が
り
、
最
近
は
中
学
生
の
非
行
が
め

だ
っ
て
い
ま
す
。
内
容
的
に
も
、
家

庭
内
や
学
校
内
で
の
暴
力
事
件
が
多

少年補導人員の推移〈全国〉

繭1編論1葭

シンナー等による　暴走族による
補導（中学生）　　　補導（少年）

校内暴力による
補導（中学生）

開
講
し
た
手
話
講
習
会

現
在
、
市
内
に
は
約
百
五
十
名
の
　
者
は
市
社
会
事
務
所
援
護
係
ま
で
。

発
す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ナ
ー
や
覚

せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
少
年
の
増

加
や
暴
走
族
少
年
の
凶
悪
化
が
顕
著

で
あ
る
な
ど
、
深
刻
な
状
況
を
呈
し

て
い
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

　
こ
の
た
め
郡
市
内
で
は
、
中
魚
沼

地
区
実
施
委
員
会
（
委
員
長
口
諸
里

市
長
）
を
結
成
し
、
去
る
七
月
一
日

の
運
動
ス
タ
ー
ト
の
日
に
は
、
セ
ン

タ
ー
ク
・
ス
で
更
生
保
護
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
運
動
普
及
の
た
め
の

チ
ラ
シ
・
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

　
さ
ら
に
、
七
月
二
十
】
日
に
は
、

川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
P

T
A
・
婦
人
会
・
民
生
委
員
等
約
百

人
に
よ
る
更
生
保
護
の
ケ
ー
ス
研
究

会
（
講
師
は
県
保
護
観
察
官
）
を
開

催
し
ま
す
。

一
目
里
親
に
な
つ
て
く
だ
さ
い

とおガ」し雪（9）

聴
覚
障
害
を
も
つ
人
が
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
人
た
ち
の
た
め
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
た
手
話
サ

ー
ク
ル
（
田
中
伊
作
会
長
）
の
メ
ン

バ
ー
十
六
名
が
講
師
と
な
っ
て
、
手

話
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
七
月
三
日
囲
開
講
式
が
行
わ
れ
、

七
十
六
名
と
い
う
多
く
の
人
が
参
加
．

こ
の
講
習
会
、
九
月
ま
で
の
毎
週
金

曜
日
、
夜
七
時
か
ら
九
時
ま
で
青
少

年
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
希
望

　
特
別
の
事
情
に
よ
り
、
あ
た
た
か

い
家
庭
で
両
親
と
一
緒
に
生
活
で
き

な
い
お
子
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
一
日
里
親
事
業
は
、
夏
休
み
を
利

用
し
て
、
こ
れ
ら
施
設
に
入
っ
て
い

る
子
供
た
ち
に
、
一
般
家
庭
で
の
明

る
い
楽
し
い
生
活
を
体
験
さ
せ
て
も

ら
う
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
里
親
受
入
れ
の
］
般
的
な
心
得
は
、

「
お
孫
さ
ん
」
か
「
お
子
さ
ん
の
友

達
」
が
泊
り
に
き
た
よ
う
な
気
持
で
、

特
別
な
心
遣
い
や
準
備
を
し
な
い
こ

と
。
で
き
る
だ
け
一
般
の
家
庭
生
活

を
理
解
さ
け
、
体
験
を
豊
か
に
す
る

よ
う
ら
が
け
で
、
も
ら
う
こ
と
な
ど
で

す
。　

今
回
の
里
親
事
業
の
対
象
児
童
は
、

聖
母
愛
児
園
（
見
附
市
V
の
四
歳
～

十
七
歳
ま
で
の
二
十
五
名
で
す
。

■
日
程
　
八
月
八
目
国
　
一
日
里
親

受
託
式
（
午
前
十
時
半
か
ら
・
十
日

町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室
）

八
月
十
日
㈲
　
里
親
事
業
終
了
式

（
午
前
十
時
か
ら
・
会
場
は
同
じ
）

■
申
込
方
法
　
申
込
み
さ
れ
る
か
た

は
、
世
帯
主
、
住
所
、
職
業
、
希
望

児
童
数
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
受
託
児
童
数
は
二
人
一
組

で
す
が
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
調

整
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。

■
申
込
先
　
市
社
会
福
祉
事
務
所
福

祉
係
（
窓
七
｝
三
一
一
一
番
内
線
二

一
　
一
　
・
二
　
一
ム
ハ
）

■
締
切
り
　
七
月
二
十
日
㈲

国
際
障
害
者
年

　
　
　
　
記
念
品
を
頒
布

　
日
本
国
際
連
合
協
会
で
は
、
国
際

障
害
者
年
の
趣
旨
普
及
と
、
国
連
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
つ
ぎ
の
種

類
の
国
際
障
害
者
年
公
式
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
入
り
記
念
品
を
頒
布
し
て
い

ま
す
。
①
バ
ッ
ジ
（
七
宝
仕
上
げ
）

三
百
円
、
②
ネ
ク
タ
イ
止
め
（
七
宝

仕
上
げ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
入
）

五
百
円
、
送
料
は
別
負
担
．

　
申
込
書
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
援

護
係
（
B
七
－
三
一
二
番
内
線
二

一
四
）
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
等
に
つ
い
て
も
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
　
　
　
　
㈲

　
　
国
際
障
害
者
年

近
く
に
障
害
者

　
の
た
め
の
施
設
を

　
　
　
　
　
佐
野
正
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
田
中
町
箇
）

　
僕
は
第
一
級
の
身
体
障
竃
著
で
す
。

脳
性
小
児
マ
ヒ
と
書
う
病
気
で
、
手

足
が
不
自
由
に
な
り
、
自
分
の
カ
で

は
、
歩
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
立
つ

こ
と
さ
え
で
き
な
い
の
で
す
。
健
常

考
の
人
が
初
め
て
僕
を
見
た
な
ら
、

き
っ
と
気
味
の
悪
い
も
の
に
見
え
る

と
思
い
ま
す
。

　
も
う
十
年
く
ら
い
前
に
な
り
ま
す

が
、
車
イ
ス
に
乗
っ
て
初
め
て
外
へ

で
た
こ
ろ
は
、
街
の
人
た
ち
の
冷
た

い
目
が
あ
り
、
も
う
外
へ
は
3
き
た

く
な
い
と
考
え
た
こ
と
も
た
ぴ
．
南
ぴ

で
し
た
。
こ
れ
で
は
自
分
に
負
け
て

し
ま
う
と
思
い
、
積
極
的
に
自
分
か

ら
外
へ
行
く
よ
う
に
し
、
見
て
、
な

れ
て
、
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努

力
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
普
通
の
人
と
同
じ
よ
う
な

扱
い
を
し
て
い
た
だ
き
、
横
断
歩
道

で
は
お
願
い
す
れ
ば
向
こ
う
ま
で
つ

れ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
る
し
、
急
な

坂
道
を
登
っ
て
い
る
と
後
を
押
し
て

く
だ
さ
る
か
た
も
目
に
み
え
て
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
　
キ

な
っ
て
き
ま
し
た
。
外
へ
で
て
い
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
の
、
こ
ろ
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
僕
は
施
設
に
入
り
た

い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。
両
親
は
反

対
し
て
い
る
の
で
す
が
、
施
設
に
入

身障嚢体脊大会では盈火に擦火

り
、
そ
こ
で
働
き
、
生
涯
す
ご
せ
た

ら
と
思
ρ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
施
設
は
数
が
少
な
く
、
遠

い
所
に
あ
る
た
め
鈍
、
入
る
こ
と
は

難
し
い
の
で
す
。
こ
の
へ
ん
に
そ
う

い
っ
た
施
設
が
で
き
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
が
。

　
僕
の
よ
う
な
覚
症
な
身
体
障
害
者

は
、
家
族
の
愛
情
と
負
担
と
犠
牲
の

上
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
う
の
で

す
。
重
症
の
身
障
者
は
、
親
に
先
だ

た
れ
た
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
き

て
行
け
ば
い
い
の
か
。
重
症
の
身
体

障
害
者
に
は
、
こ
の
こ
と
が
一
番
不

安
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
僕
の
趣
味
は
音
楽
を
聴
く
こ
と
で

す
。
そ
し
て
一
番
の
楽
し
み
は
、
一

．
年
一
回
の
バ
ス
旅
行
。
こ
と
し
は
新

潟
だ
と
き
き
ま
し
た
。
思
い
き
り
潮

の
香
り
を
吸
い
こ
ん
で
来
る
つ
も
り

で
す
。

　
明
日
と
い
う
日
を
信
じ

　
明
日
に
希
望
を
持
ち

　
明
日
に
向
か
っ
て

　
生
き
て
行
き
ま
す
。



、
q
o
o

（10）とおガ詐二昭和56年7月10日

館
31
，

物
5

博
乃

希
容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　蒲　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　和　　　　　　　　昭　　　　鉦明治

●
郷
土
の
記
録
を
子
供
た
ち
へ

　
博
物
館
及
び
博
物
館
友
の
会
で
は
、
昨
年
来
、
昔
の
写
真
収
集

運
動
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
郷
土
の
よ
う
す
や
人
々
の
く
ら
し
を
写
真

集
に
ま
と
め
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
郷
土
を
理
解
し
て
兎
ら
う
資
料

に
し
た
い
、
と
い
う
願
い
か
ら
の
も
の
で
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
か
な

り
の
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。
が
、
ま
だ
不
足
の
写
真
が
あ
り
ま
す

α
．
で
、
再
度
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
写
真
に
は
撮
影
年
代
、
説
明
、

■
明
治
・
大
正
・
昭
和
（
三
十
年
代

　
ま
で
）
の
写
真
（
絵
ハ
ガ
キ
）
で

　
地
域
の
よ
う
す
や
人
々
の
く
ら
し

　
が
わ
か
る
も
の
。
内
容
は
下
記
。

所

　
有
者
住
所
氏
名
を
。

■
お
ゆ
ず
り
で
き
な
い
場
合
は
複
写

　
し
ま
す
の
で
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

■
で
き
れ
ば
、
持
参
又
は
郵
送
く
だ

　
さ
い
．
都
合
わ
る
い
場
合
は
連
絡

　
い
た
だ
け
れ
ば
参
上
し
ま
す
。

　　　　▼コ牌罐耀

▲明治38年の町葬行列（半間信典氏提供）

■
写
真
選
択
は
博
物
館
友
の
会
「
昔

　
の
写
真
集
係
」
に
｝
任
く
だ
さ
い
。

■
七
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
は
十
日
町
市
博
物
館
（
西
本

　
町
一
、
電
話
七
－
五
五
三
一
番
）
へ
。

★
雪
関
係

　
雪
堀
り
、
道
踏
み
、
ゾ
リ
引
き
、

　
木
出
し
、
．
雪
ざ
ら
し
、
町
の
冬
景

　
色
な
ど
古
い
も
の

★
正
月
・
小
正
月
関
係

　
ス
ス
掃
き
、
モ
チ
つ
き
、
ト
シ
と

　
り
、
釜
神
さ
ま
、
カ
ラ
ス
ヨ
バ
ワ

　
リ
、
ハ
ネ
つ
き
な
ど
。

★
年
中
行
事
関
係

　
初
ウ
マ
、
ダ
ン
ゴ
ま
き
、
彼
岸
、

　
シ
ョ
ウ
ブ
た
た
き
、
虫
お
く
り
、

　灘馨罵簿
▲つつじ原の宝さがし（蘭ロミツ氏提供）

　
モ
、
・
・
ジ
ま
つ
り
、
十
五
夜
、
村
芝

　
居
、
馬
ブ
セ
、
ヵ
ク
セ
ッ
な
ど
。

★
各
種
儀
礼
関
係

　
誕
生
ボ
タ
モ
チ
、
ア
マ
サ
ケ
、
嫁

　
ど
り
、
ス
キ
見
、
葬
式
、
石
場
カ

　
チ
、
建
前
な
ど
。

★
農
耕
・
作
業
関
係

　
春
か
ら
秋
ま
で
の
農
作
業
の
す
べ

　
て
．
ワ
ラ
仕
事
、
ミ
ソ
煮
な
ど
で

　
き
る
だ
け
古
い
も
の
。

★
織
物
関
係

　
職
場
や
集
会
で
明
石
ち
ぢ
み
を
着

　
た
人
、
軍
需
工
場
な
ど
。

★
信
濃
川
関
係

　
魚
と
り
各
種
、
水
遊
び
、
水
泳
、

　
川
原
の
開
墾
、
大
舟
、
舟
引
き
、

　
番
小
屋
、
水
天
宮
ま
つ
り
、
大
水
、

　
ガ
ス
拾
い
、
堤
防
工
事
、
開
田
、

千
手
発
電
所
の
軽
便
な
ど
。

★
戦
中
・
戦
後
関
係

　
配
給
、
金
属
の
供
出
、
勤
労
奉
仕
、

　
学
童
疎
開
、
ヤ
ミ
屋
、
列
車
の
混

　
雑
、
開
墾
な
ど
．

★
選
挙
関
係

　
棄
権
防
止
、
リ
ヤ
カ
i
投
票
、
選

　
挙
会
場
風
景
な
ど
、
戦
後
の
も
の

★
学
校
関
係

　
通
学
、
学
校
内
で
の
遊
び
な
ど
古

　
い
も
の
、
ナ
ワ
な
い
、
イ
ナ
ゴ
と

　
り
、
タ
キ
ギ
拾
い
、
火
の
用
心
、

　
道
路
や
お
宮
掃
除
な
ど
。

★
子
ど
も
の
遊
び
関
係

　
シ
ミ
わ
た
り
、
竹
ズ
キ
ー
、
タ
コ

　
上
げ
、
パ
チ
、
ク
ギ
タ
テ
、
ナ
ン

　
ゴ
、
テ
ン
マ
リ
、
ウ
マ
ト
ビ
、
ホ

　
タ
ル
と
り
な
ど
。

★
そ
の
他
な
つ
か
し
い
も
の
め
ず
ら

　
し
い
も
の
。

▲沮滝のマス取りとイカダ（半間博次氏提供）

博
物
館
資
料

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε
月
分
）

岩
掴
　
エ
ツ

丸
幽
　
清
嫁
、
』

山
畜
貴
騨

山
本
　
二
熱
、
、

霞
鍵
き

富
井
　
一
．
勉

大
久
保
　
健

睦
織
鞠
淑
K

若
井
来
臓
、

（
中
条
上
群
V

λ
中
条
島
）

（
中
条
中
町
）

鮎
（
中
条
中
訂
）

命
条
中
町
〉
．

×
雪
一
酸

（
新
欝
耀

（
新
驚
墜

（
稲
荷
藝
銀
通
り
V

原
部
落
庚
串
講
中

（
代
表
〉
生
越
好
雄
（
原
Y

柳
　
、
噸
徳
，
（
畜
鰯
．

〈
敬
称
絡
〉

昭和56年7月10日

交通安全スリーマンスキャンペーンはじまる

7／1～9／30の3カ月間

とおガ夢3

　
今
年
で
二
年
目
を
迎
え
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
が
、

①
広
報
活
動
　
②
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事

故
防
止
活
動
　
③
交
通
三
悪
｝
掃
活
動
　
④
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
活
動
　
⑤
交
通
環
境
の
整

備
　
を
重
点
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
七
月
一
日
に
は
、
こ
の
運
動
に
さ
き
が
け
て
、
各
市
町

村
・
警
察
署
・
地
区
安
全
協
会
・
越
後
交
通
・
タ
ク
シ
ー

協
会
・
ダ
ン
プ
協
会
・
自
動
車
学
校
・
郡
市
交
通
安
全
母

の
会
な
ど
の
協
会
を
得
な
が
ら
、
郡
市
内
の
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
．

　
市
内
で
は
、
昨
年
五
月
一
日
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

以
来
、
現
在
ま
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

の
記
録
を
七
百
日
、
千
日
と
伸
ば
し
た
い
も
の
で
す
．

（11

こ

事故防止を！
交通安全母の会による
　　　　広報活動

■
市
民
ブ
ー
ル
…
オ
ー
ブ
ン
■

　
七
月
十
日
か
ら
市
民
プ
ー
ル
（
幼

児
用
プ
ー
ル
含
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。　

暑
い
夏
を
迎
え
、
夏
バ
テ
の
防
止

や
健
康
的
な
体
力
づ
く
り
を
す
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
★
期
間
　
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
★
開
場
時
間

　
　
平
日
…
九
時
～
二
十
時

　
　
日
曜
…
九
時
～
十
九
時

　
（
八
月
十
三
日
～
十
六
日
、
二
十
五

日
～
二
十
七
日
は
午
後
五
時
、
三
十

｝
日
は
午
前
中
で
閉
場
し
ま
す
。
）

、
★
入
場
料
　
一
般
・
高
校
生
－
…

脚警押轡

第
超
飼
ゆ
⑩
ス
汐
］
ル
を
開
催

　
1
ぽ
、
且
、
6
．
B
，
舞
．
n
日
1

　
「
熱
く
な
れ
1
未
来
の
主
役
」

と
今
年
の
テ
ー
マ
で
J
C
ス
ク
ー
ル

を
つ
ぎ
の
要
項
で
開
催
し
ま
す
。
五
日

間
の
合
宿
を
通
じ
、
若
者
が
語
り
合

い
、
友
情
を
育
み
、
よ
り
よ
き
明
日

の
十
日
町
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ど

う
ぞ
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
．

O
日
時
　
八
月
六
日
～
十
日

O
場
所
　
十
日
町
小
学
校

像　
　
璽
｝

㍉
、

蝦
、
欝

青
年会

議
所

O
主
催
　
十
a
町
青
年
会
議
所

O
受
講
料
　
一
人
六
千
五
百
円

O
資
格
　
十
八
歳
～
二
十
五
歳
の
人

o
講
師
　
徳
田
虎
雄
氏
（
医
療
法
人

徳
洲
会
理
事
長
）
林
達
夫
氏
（
㈱
林

組
社
長
）
白
川
勝
彦
氏
（
衆
議
院
議

員
）
諸
里
正
典
氏
（
十
日
町
市
長
）

o
申
込
み
　
青
年
会
議
所
、
事
務
局

（
商
工
会
議
所
8
七
－
五
一
二
番
）

に
受
講
料
を
添
え
て
。

二
百
円
、
小
・
中
学
生
…
百
円
、
幼

児
．
－
五
十
円
（
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
）

キャンプ用具を貸出しします無料
▼
そ
の
他

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
海
や
山
に
…
…
…
楽
し

い
キ
ャ
ン
プ
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
．
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
青
少
年
団

体
や
子
供
会
な
ど
に
キ
ャ

ン
プ
に
使
用
す
る
用
具
の
9

貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
料
は
無
料
で
す
の

で
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
貸
出
し
す
る
も
の
〕

▼
テ
ン
ト
　
八
人
用
（
十

二
張
）
　
六
人
用
（
四
張
）

五
人
用
（
七
張
）

▼
ハ
ン
ゴ
i
（
五
合
た
き
）

四
十
四
個

　
ス
コ
ッ
プ
、
水
タ
ン
ク

　
高
山
植
物
の
宝
庫
で
も
あ

り
、
旅
ゆ
く
人
々
を
神
秘
的

な
美
し
さ
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
尾
瀬
沼
へ
の
市
民
ハ
イ

キ
ン
グ
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実

施
し
ま
す
。

■
期
日
　
七
月
二
十
五
日
困

～
二
十
六
日
側

■
募
集
人
員
五
十
五
名
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

■
参
加
費
用
　
一
名
五
千
五

百
円
（
七
月
二
十
一
日
の
説

明
会
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
込
先
　
市
民
体
育
館

（
2
七
－
五
二
〇
八
番
）

■
申
込
締
切
　
七
月
十
八
日

★
主
催
　
十
日
町
山
岳
協
会

★
主
管
　
あ
す
な
ろ
会

尾瀬へ市民ハイキング

室教泳水人婦

　
婦
人
の
皆
さ
ん
に
、
水
に

慣
れ
、
親
し
む
機
会
を
設
け

る
中
で
、
水
泳
の
基
礎
的
技

能
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
体
育
課
で
は
、
つ

ぎ
の
要
項
に
ょ
り
「
婦
人
水

泳
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
日
　
八
月
τ
三
・
五
・

六
・
七
・
八
日
の
六
日
間

■
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
正
午
ま
で

■
会
場
　
市
民
。
フ
ー
ル

■
内
容
初
心
者
…
沈
み
方
、

立
ち
方
、
浮
き
方
、
初
歩
的

な
泳
ぎ
方
な
ど
、
中
級
者
…

潜
水
、
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ

背
泳
ぎ
、
タ
ー
ン
な
ど

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
体
育
課
か
市
民
プ
ー
ル
ヘ
。

　
申
込
み
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
台
七
－
三
二
一
番
内
線
一
二
五
）

に
お
願
い
し
ま
す
。

期
日

場
所

行方不明の人を捜す相談所を開設

　
　
　
涌
講
搬
習
翻
会

七
月
十
四
日
困

午
前
九
時
～
十
一
時
半

城
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
…
市
民
体
育
館
）

　
参
加
受
付
は
当
日
会
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
と
若
干
ル
ー
ル
が
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

更
し
ま
す
の
で
、
現
在
活
動
し
て
い

る
チ
ー
ム
の
代
表
者
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

八
月
二
十
一
日
個
∵
十
月
二
日
囲
に

大
会
を
計
画
中
。

鑑
識
課

ご
コ
番
内
線
五
一
〇
）

八
月
六
日
に
は
長
岡
警
察
署

．
一
．
L
又

二
－

ノ
ー

巡
回
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で

心
あ
た
り
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
県
警
で
は
、
八
月
】
日

か
ら
一
ヵ
月
間
、
　
「
行
方

不
明
の
人
を
捜
す
運
動
」

を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
家
出
や

出
稼
ぎ
、
旅
行
中
に
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
者
に
な

ら
れ
た
か
た
．
自
殺
、
行

き
倒
れ
な
ど
で
亡
く
な
ら

れ
、
身
元
が
わ
か
ら
な
い

無
縁
仏
を
一
日
も
早
く
遺

族
の
も
と
に
引
き
と
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
相
談
所
は
、
県
警
本
部

（
8
0
二
五
二
ー
二
八
－
二

　
　
　
　
　
　
）
｝
よ
　
、
、

　
　
　
　
　
　
び
‘
・
刀

　
　
　
　
　
　
　
（
8
0

三
二
ー
｝
二
二
一
番
）
に
も

1
第
2
2
回
－

県
下
柔
道
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
　
催

　
★
期
日
　
七
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

　
★
場
所
　
十
日
町
市
民
体
育
館

　
★
種
目
青
年
の
部
・
高
校
の
部

（
柔
道
少
年
団
十
日
町
分
団
大
会
も

同
日
に
実
施
し
ま
す
。
）

　
当
目
は
、
今
年
度
全
日
本
選
手
権

大
会
準
優
勝
者
の
遠
藤
純
男
六
段
を

む
か
え
、
模
範
試
合
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
市
民
の
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。



、
q
o
o

（10）とおガ詐二昭和56年7月10日

館
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物
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博
乃

希
容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　　　蒲　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　和　　　　　　　　昭　　　　鉦明治

●
郷
土
の
記
録
を
子
供
た
ち
へ

　
博
物
館
及
び
博
物
館
友
の
会
で
は
、
昨
年
来
、
昔
の
写
真
収
集

運
動
を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
三
代
に
わ
た
る
郷
土
の
よ
う
す
や
人
々
の
く
ら
し
を
写
真

集
に
ま
と
め
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
郷
土
を
理
解
し
て
兎
ら
う
資
料

に
し
た
い
、
と
い
う
願
い
か
ら
の
も
の
で
す
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
方
々
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
か
な

り
の
数
が
集
ま
り
ま
し
た
。
が
、
ま
だ
不
足
の
写
真
が
あ
り
ま
す

α
．
で
、
再
度
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
写
真
に
は
撮
影
年
代
、
説
明
、

■
明
治
・
大
正
・
昭
和
（
三
十
年
代

　
ま
で
）
の
写
真
（
絵
ハ
ガ
キ
）
で

　
地
域
の
よ
う
す
や
人
々
の
く
ら
し

　
が
わ
か
る
も
の
。
内
容
は
下
記
。

所

　
有
者
住
所
氏
名
を
。

■
お
ゆ
ず
り
で
き
な
い
場
合
は
複
写

　
し
ま
す
の
で
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

■
で
き
れ
ば
、
持
参
又
は
郵
送
く
だ

　
さ
い
．
都
合
わ
る
い
場
合
は
連
絡

　
い
た
だ
け
れ
ば
参
上
し
ま
す
。

　　　　▼コ牌罐耀

▲明治38年の町葬行列（半間信典氏提供）

■
写
真
選
択
は
博
物
館
友
の
会
「
昔

　
の
写
真
集
係
」
に
｝
任
く
だ
さ
い
。

■
七
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
連
絡
は
十
日
町
市
博
物
館
（
西
本

　
町
一
、
電
話
七
－
五
五
三
一
番
）
へ
。

★
雪
関
係

　
雪
堀
り
、
道
踏
み
、
ゾ
リ
引
き
、

　
木
出
し
、
．
雪
ざ
ら
し
、
町
の
冬
景

　
色
な
ど
古
い
も
の

★
正
月
・
小
正
月
関
係

　
ス
ス
掃
き
、
モ
チ
つ
き
、
ト
シ
と

　
り
、
釜
神
さ
ま
、
カ
ラ
ス
ヨ
バ
ワ

　
リ
、
ハ
ネ
つ
き
な
ど
。

★
年
中
行
事
関
係

　
初
ウ
マ
、
ダ
ン
ゴ
ま
き
、
彼
岸
、

　
シ
ョ
ウ
ブ
た
た
き
、
虫
お
く
り
、

　灘馨罵簿
▲つつじ原の宝さがし（蘭ロミツ氏提供）

　
モ
、
・
・
ジ
ま
つ
り
、
十
五
夜
、
村
芝

　
居
、
馬
ブ
セ
、
ヵ
ク
セ
ッ
な
ど
。

★
各
種
儀
礼
関
係

　
誕
生
ボ
タ
モ
チ
、
ア
マ
サ
ケ
、
嫁

　
ど
り
、
ス
キ
見
、
葬
式
、
石
場
カ

　
チ
、
建
前
な
ど
。

★
農
耕
・
作
業
関
係

　
春
か
ら
秋
ま
で
の
農
作
業
の
す
べ

　
て
．
ワ
ラ
仕
事
、
ミ
ソ
煮
な
ど
で

　
き
る
だ
け
古
い
も
の
。

★
織
物
関
係

　
職
場
や
集
会
で
明
石
ち
ぢ
み
を
着

　
た
人
、
軍
需
工
場
な
ど
。

★
信
濃
川
関
係

　
魚
と
り
各
種
、
水
遊
び
、
水
泳
、

　
川
原
の
開
墾
、
大
舟
、
舟
引
き
、

　
番
小
屋
、
水
天
宮
ま
つ
り
、
大
水
、

　
ガ
ス
拾
い
、
堤
防
工
事
、
開
田
、

千
手
発
電
所
の
軽
便
な
ど
。

★
戦
中
・
戦
後
関
係

　
配
給
、
金
属
の
供
出
、
勤
労
奉
仕
、

　
学
童
疎
開
、
ヤ
ミ
屋
、
列
車
の
混

　
雑
、
開
墾
な
ど
．

★
選
挙
関
係

　
棄
権
防
止
、
リ
ヤ
カ
i
投
票
、
選

　
挙
会
場
風
景
な
ど
、
戦
後
の
も
の

★
学
校
関
係

　
通
学
、
学
校
内
で
の
遊
び
な
ど
古

　
い
も
の
、
ナ
ワ
な
い
、
イ
ナ
ゴ
と

　
り
、
タ
キ
ギ
拾
い
、
火
の
用
心
、

　
道
路
や
お
宮
掃
除
な
ど
。

★
子
ど
も
の
遊
び
関
係

　
シ
ミ
わ
た
り
、
竹
ズ
キ
ー
、
タ
コ

　
上
げ
、
パ
チ
、
ク
ギ
タ
テ
、
ナ
ン

　
ゴ
、
テ
ン
マ
リ
、
ウ
マ
ト
ビ
、
ホ

　
タ
ル
と
り
な
ど
。

★
そ
の
他
な
つ
か
し
い
も
の
め
ず
ら

　
し
い
も
の
。

▲沮滝のマス取りとイカダ（半間博次氏提供）

博
物
館
資
料

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ε
月
分
）

岩
掴
　
エ
ツ

丸
幽
　
清
嫁
、
』

山
畜
貴
騨

山
本
　
二
熱
、
、

霞
鍵
き

富
井
　
一
．
勉

大
久
保
　
健

睦
織
鞠
淑
K

若
井
来
臓
、

（
中
条
上
群
V

λ
中
条
島
）

（
中
条
中
町
）

鮎
（
中
条
中
訂
）

命
条
中
町
〉
．

×
雪
一
酸

（
新
欝
耀

（
新
驚
墜

（
稲
荷
藝
銀
通
り
V

原
部
落
庚
串
講
中

（
代
表
〉
生
越
好
雄
（
原
Y

柳
　
、
噸
徳
，
（
畜
鰯
．

〈
敬
称
絡
〉

昭和56年7月10日

交通安全スリーマンスキャンペーンはじまる

7／1～9／30の3カ月間

とおガ夢3

　
今
年
で
二
年
目
を
迎
え
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
が
、

①
広
報
活
動
　
②
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事

故
防
止
活
動
　
③
交
通
三
悪
｝
掃
活
動
　
④
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
推
進
活
動
　
⑤
交
通
環
境
の
整

備
　
を
重
点
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
七
月
一
日
に
は
、
こ
の
運
動
に
さ
き
が
け
て
、
各
市
町

村
・
警
察
署
・
地
区
安
全
協
会
・
越
後
交
通
・
タ
ク
シ
ー

協
会
・
ダ
ン
プ
協
会
・
自
動
車
学
校
・
郡
市
交
通
安
全
母

の
会
な
ど
の
協
会
を
得
な
が
ら
、
郡
市
内
の
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
．

　
市
内
で
は
、
昨
年
五
月
一
日
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
て

以
来
、
現
在
ま
で
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

の
記
録
を
七
百
日
、
千
日
と
伸
ば
し
た
い
も
の
で
す
．

（11

こ

事故防止を！
交通安全母の会による
　　　　広報活動

■
市
民
ブ
ー
ル
…
オ
ー
ブ
ン
■

　
七
月
十
日
か
ら
市
民
プ
ー
ル
（
幼

児
用
プ
ー
ル
含
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。　

暑
い
夏
を
迎
え
、
夏
バ
テ
の
防
止

や
健
康
的
な
体
力
づ
く
り
を
す
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
★
期
間
　
八
月
三
十
一
日
ま
で

　
★
開
場
時
間

　
　
平
日
…
九
時
～
二
十
時

　
　
日
曜
…
九
時
～
十
九
時

　
（
八
月
十
三
日
～
十
六
日
、
二
十
五

日
～
二
十
七
日
は
午
後
五
時
、
三
十

｝
日
は
午
前
中
で
閉
場
し
ま
す
。
）

、
★
入
場
料
　
一
般
・
高
校
生
－
…

脚警押轡

第
超
飼
ゆ
⑩
ス
汐
］
ル
を
開
催

　
1
ぽ
、
且
、
6
．
B
，
舞
．
n
日
1

　
「
熱
く
な
れ
1
未
来
の
主
役
」

と
今
年
の
テ
ー
マ
で
J
C
ス
ク
ー
ル

を
つ
ぎ
の
要
項
で
開
催
し
ま
す
。
五
日

間
の
合
宿
を
通
じ
、
若
者
が
語
り
合

い
、
友
情
を
育
み
、
よ
り
よ
き
明
日

の
十
日
町
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ど

う
ぞ
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
．

O
日
時
　
八
月
六
日
～
十
日

O
場
所
　
十
日
町
小
学
校

像　
　
璽
｝

㍉
、

蝦
、
欝

青
年会

議
所

O
主
催
　
十
a
町
青
年
会
議
所

O
受
講
料
　
一
人
六
千
五
百
円

O
資
格
　
十
八
歳
～
二
十
五
歳
の
人

o
講
師
　
徳
田
虎
雄
氏
（
医
療
法
人

徳
洲
会
理
事
長
）
林
達
夫
氏
（
㈱
林

組
社
長
）
白
川
勝
彦
氏
（
衆
議
院
議

員
）
諸
里
正
典
氏
（
十
日
町
市
長
）

o
申
込
み
　
青
年
会
議
所
、
事
務
局

（
商
工
会
議
所
8
七
－
五
一
二
番
）

に
受
講
料
を
添
え
て
。

二
百
円
、
小
・
中
学
生
…
百
円
、
幼

児
．
－
五
十
円
（
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
し
ま
す
）

キャンプ用具を貸出しします無料
▼
そ
の
他

な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　
海
や
山
に
…
…
…
楽
し

い
キ
ャ
ン
プ
の
季
節
に
な

り
ま
し
た
．
市
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
青
少
年
団

体
や
子
供
会
な
ど
に
キ
ャ

ン
プ
に
使
用
す
る
用
具
の
9

貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
料
は
無
料
で
す
の

で
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
貸
出
し
す
る
も
の
〕

▼
テ
ン
ト
　
八
人
用
（
十

二
張
）
　
六
人
用
（
四
張
）

五
人
用
（
七
張
）

▼
ハ
ン
ゴ
i
（
五
合
た
き
）

四
十
四
個

　
ス
コ
ッ
プ
、
水
タ
ン
ク

　
高
山
植
物
の
宝
庫
で
も
あ

り
、
旅
ゆ
く
人
々
を
神
秘
的

な
美
し
さ
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
尾
瀬
沼
へ
の
市
民
ハ
イ

キ
ン
グ
を
つ
ぎ
の
要
項
で
実

施
し
ま
す
。

■
期
日
　
七
月
二
十
五
日
困

～
二
十
六
日
側

■
募
集
人
員
五
十
五
名
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

■
参
加
費
用
　
一
名
五
千
五

百
円
（
七
月
二
十
一
日
の
説

明
会
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
）

■
申
込
先
　
市
民
体
育
館

（
2
七
－
五
二
〇
八
番
）

■
申
込
締
切
　
七
月
十
八
日

★
主
催
　
十
日
町
山
岳
協
会

★
主
管
　
あ
す
な
ろ
会

尾瀬へ市民ハイキング

室教泳水人婦

　
婦
人
の
皆
さ
ん
に
、
水
に

慣
れ
、
親
し
む
機
会
を
設
け

る
中
で
、
水
泳
の
基
礎
的
技

能
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く

た
め
、
市
体
育
課
で
は
、
つ

ぎ
の
要
項
に
ょ
り
「
婦
人
水

泳
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
期
日
　
八
月
τ
三
・
五
・

六
・
七
・
八
日
の
六
日
間

■
時
間
　
午
前
九
時
三
十
分

か
ら
正
午
ま
で

■
会
場
　
市
民
。
フ
ー
ル

■
内
容
初
心
者
…
沈
み
方
、

立
ち
方
、
浮
き
方
、
初
歩
的

な
泳
ぎ
方
な
ど
、
中
級
者
…

潜
水
、
ク
ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ

背
泳
ぎ
、
タ
ー
ン
な
ど

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
体
育
課
か
市
民
プ
ー
ル
ヘ
。

　
申
込
み
は
、
市
社
会
福
祉
事
務
所

（
台
七
－
三
二
一
番
内
線
一
二
五
）

に
お
願
い
し
ま
す
。

期
日

場
所

行方不明の人を捜す相談所を開設

　
　
　
涌
講
搬
習
翻
会

七
月
十
四
日
困

午
前
九
時
～
十
一
時
半

城
ケ
丘
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
…
市
民
体
育
館
）

　
参
加
受
付
は
当
日
会
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
と
若
干
ル
ー
ル
が
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

更
し
ま
す
の
で
、
現
在
活
動
し
て
い

る
チ
ー
ム
の
代
表
者
も
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

八
月
二
十
一
日
個
∵
十
月
二
日
囲
に

大
会
を
計
画
中
。

鑑
識
課

ご
コ
番
内
線
五
一
〇
）

八
月
六
日
に
は
長
岡
警
察
署

．
一
．
L
又

二
－

ノ
ー

巡
回
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
の
で

心
あ
た
り
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
県
警
で
は
、
八
月
】
日

か
ら
一
ヵ
月
間
、
　
「
行
方

不
明
の
人
を
捜
す
運
動
」

を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
家
出
や

出
稼
ぎ
、
旅
行
中
に
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
者
に
な

ら
れ
た
か
た
．
自
殺
、
行

き
倒
れ
な
ど
で
亡
く
な
ら

れ
、
身
元
が
わ
か
ら
な
い

無
縁
仏
を
一
日
も
早
く
遺

族
の
も
と
に
引
き
と
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
相
談
所
は
、
県
警
本
部

（
8
0
二
五
二
ー
二
八
－
二

　
　
　
　
　
　
）
｝
よ
　
、
、

　
　
　
　
　
　
び
‘
・
刀

　
　
　
　
　
　
　
（
8
0

三
二
ー
｝
二
二
一
番
）
に
も

1
第
2
2
回
－

県
下
柔
道
大
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
　
催

　
★
期
日
　
七
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
午
前
十
時
か
ら

　
★
場
所
　
十
日
町
市
民
体
育
館

　
★
種
目
青
年
の
部
・
高
校
の
部

（
柔
道
少
年
団
十
日
町
分
団
大
会
も

同
日
に
実
施
し
ま
す
。
）

　
当
目
は
、
今
年
度
全
日
本
選
手
権

大
会
準
優
勝
者
の
遠
藤
純
男
六
段
を

む
か
え
、
模
範
試
合
も
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
市
民
の
ご
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。
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給
付
金
制
度
を
活
用
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
職
業
訓
練
の
機
会
を

　
国
で
は
労
働
者
の
技
能
向
上
の
た
　
　
日
額
千
四
百
十
円

め
、
事
業
主
に
対
し
て
つ
ぎ
の
給
付
　
　
　
支
給
目
数
の
限
度
は
百
目
で
す
．

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．

▼
有
給
教
育
訓
練
休
暇
奨
励
給
付
金

制
度
　
労
働
者
が
教
育
訓
練
を
受
け

る
と
き
、
有
給
教
育
訓
練
休
暇
を
与

え
る
事
業
主
に
対
し
て
つ
ぎ
の
給
付

金
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

こ
の
休
暇
は
労
働
者
の
申
出
に
よ
っ

て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
訓
練
期
問

中
は
、
通
常
労
働
し
た
場
合
に
支
給

す
る
賃
金
を
支
払
う
こ
と
が
条
件
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
中
小
企
業
主
　
一
人
に
つ
き
日
額

千
八
百
八
十
円

●
そ
の
他
の
事
業
主
　
一
人
に
つ
き

　
な
お
、
四
十
五
歳
以
上
の
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
①
支
給
日
数
の
限
度

が
百
五
十
目
、
②
労
働
者
一
人
に
つ

き
一
日
七
百
五
十
円
の
受
講
奨
励
金

が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
特
例
措
置
が

あ
り
ま
す
。

▼
職
業
訓
練
派
遣
奨
励
給
付
金
制
度

　
雇
用
す
る
労
働
者
を
、
公
共
職
業

訓
練
校
ま
た
は
認
定
職
業
訓
練
施
設

に
派
遣
し
て
訓
練
を
受
講
さ
せ
る
中

小
企
業
主
に
対
し
て
給
付
金
を
支
給

す
る
も
の
で
す
。

　
給
付
金
は
労
働
者
】
人
に
つ
き
、

日
額
千
八
百
八
十
円
で
、
支
給
日
数

の
限
度
は
百
日
で
す
．

　
詳
細
は
、
↑
日
町
高
等
職
業
訓
練

校
（
B
七
ー
二
〇
五
番
V
へ
。

屋
外
広
告
物

　
　
　
　
　
講
習
会
開
催

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
人
は
、
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
で
、
屋
外
広
告

物
講
習
会
修
了
者
等
の
設
置
が
必
要

で
す
。
県
で
は
、
屋
外
広
告
物
に
関

し
必
要
な
知
識
を
修
得
し
て
も
ら
う

た
め
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
．

期
日
　
七
月
一
．
一
十
一
目
囲
　
午
前
十

時
～
午
後
五
時

会
場
　
新
潟
県
士
地
改
良
会
館
（
新

潟
市
川
岸
町
一
）

申
込
み
　
七
月
二
十
四
目
ま
で
に
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
県
土
木
部

都
市
計
画
課
・
詳
細
は
十
日
町
土
木

事
務
所
（
麿
七
－
五
五
二
番
）
へ
．
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ぴ
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σ
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～
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」
う
つ
疑
¢
ず
わ
9

’

玄
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》
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私
ぱ
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へ
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享
3
！
ロ
マ
ー
ナ
ゥ

誌
鳶
侭

え
マ
ト
】
ー
ヒ
ぎ
町

ふるさとの旬の料理④

　．らっきょう演
材料一　　　　　　、鱗ヨ曝法
らっきょう………1㎏　①らっきょうは3～5％の塩で5
塩・・…‘………3～5％　　　日闇演けてから上下を切って形
酢……………　C21／2　　をよくし、ざるに上げてよく水を

砂糖…………2009　切リカメに入れる。
赤唐がらし…2～3本　　②赤唐がらしは種を除きうすい輪

　　　　　　　　　　　切にして①の中に入れる。
　　　　　　　　　　③酢、砂糖を煮立て熱いうちに①
　　　　　　　　　　　のらっきょうにかける（かけた
　　　　　　　　　　　汁がある程度冷めるまで蓋をし
　　　　　　　　　　　ない方がよい、
④翌日もう一度酢をしぽつて煮立てらっきょうにかける・

⑤密封して保存する。

コツ
①塩分を強く演けた場合は甘酢につける時水出ししてからよ
　く水分をふきとって漬け込んで下さい・
②塩漬の時水上りが悪い時はカップ1杯位水を入れる。

　　山竹の子飯
材料（4人前）　　　　瞬瑠法
米＿……………3合　　　①根まがり竹の子は塩茄でして5
④竹の子・…・…・1009　　　聞にうすく切っておく。（取立の

◎味噌一一……809　　竹の子は生のまま使う）
調味料　　　　．　　　②味噌は水1合でといて上澄の汁

㊦｛　　塩……………小麦　1　を使う。
　　酒………・p一大3　③米に②の上澄み汁と㊦の調味料
　　　　　　　　　　　を入れて水加減をして最後に竹
　　　　　　　　　　　の子を入れて炊き上げる。
コツ
味噌味のご飯は下がこげつきやすいので火加減に気をつけて
下さい。　　　　　　　　　　　　　　　（いろり会）
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麺
〃

　マ

懲
幽

　
一
般
県
道
十
日
町
六
日
町
停
車
場

線
の
川
原
町
地
内
で
、
ト
水
道
管
渠

埋
設
工
事
の
た
め
、
七
月
八
日
～
八

月
十
日
（
時
間
は
午
前
八
時
半
～
午

後
五
時
）
ま
で
の
間
、
車
輔
通
行
止

に
な
り
ま
す
。

　
迂
回
路
と
し
て
、
市
道
田
川
南
線
、

国
道
一
一
七
号
線
を
利
用
く
だ
さ
い
．

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
　
宝
く
じ
予
約
開
始

　
七
月
中
旬
か
ら
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
」
　
（
別
称
、
市
町
村
振
興

宝
く
じ
）
の
予
約
が
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
豊
か

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。
昨
年
の
県
内
の
実
績
額

は
五
億
五
千
万
円
余
、
枚
数
に
し
て
約

百
八
十
四
万
枚
で
、
一
世
帯
あ
た
り

巡
回
内
職
相
談

7
月
1
7
日
（
金
）

10
時
～
3
時
・
市
役
所
相
談
室

約
．
』
枚
の
宝
く
じ
を
買
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
百
万
円
以
L

の
高
額
当
せ
ん
者
が
県
内
で
五
十
八

人
誕
生
し
ま
し
た
．
申
込
方
法
等
詳

細
は
七
月
十
五
日
の
新
聞
（
朝
刊
）

紙
上
に
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▼
星
名
正
之
（
中
条
旭
町
）
十
万

円
…
香
典
返
し
　
▼
宮
沢
定
雄
（
田

中
町
本
通
り
）
一
』
万
円
…
香
典
返
し

▼
佐
藤
マ
サ
（
岩
野
）
二
百
二
円

▼
十
日
町
陸
上
競
技
協
会
　
二
万
円

▼
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
ト
日
町
第
一
団

三
千
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千

円　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
二
十
一
日
図
　
午
後
一
時

～
四
時
半
ま
で
　
高
山
第
三
、
高
田

町
六
丁
目
の
各
】
部
　
▼
七
月
二
十

四
日
囲
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
塚
原
町
の
一
部
▼
七
月
二
十

五
日
ω
　
午
前
七
時
半
～
十
一
時
半

ま
で
　
北
新
田
第
一
・
二
、
城
之
古

第
一
、
城
之
古
東
町
の
各
一
部
、
明

石
町
　
▼
七
月
二
十
七
日
㈲
　
午
後

一
時
～
四
時
半
ま
で
　
田
中
町
西
の

一
部
▼
七
月
二
十
九
日
困
午
前

九
時
～
午
後
二
時
ま
で
　
船
坂
、
池

沢
、
野
中
、
当
間
、
鍬
柄
沢
、
塩
ノ

又
　
▼
七
月
、
二
十
日
困
　
午
前
八
時

～
十
一
時
半
ま
で
　
本
町
六
丁
旦
．
一
、

本
町
七
丁
目
一
、
四
日
町
新
田
第
』
一
、

西
本
町
二
丁
目
、
南
新
田
町
の
各
一

部
、
下
川
原
町
、
本
町
七
丁
目
．
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
、
，
、

事
こ
げ
2
　
齢

○
交
通
安
全
ス
リ
ー
マ
ン
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
．
陸
か
ら
空

か
ら
、
保
育
所
や
幼
稚
園
児
か
ら
老

人
ま
で
、
家
庭
か
ら
地
域
、
職
場
で

キ
メ
細
か
な
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
．
運
動
の
成
果
が
着
実
に
浸
透
し

そ
い
る
た
め
か
、
事
故
、
傷
者
と
も

昨
年
同
期
よ
り
文
字
ど
お
り
半
減
し

て
い
ま
す
。
死
亡
事
故
は
、
昨
年
五

月
一
日
に
発
生
し
て
以
来
、
四
百
、
．
、

十
五
日
間
ゼ
ロ
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
で
五
百
日
、
年
末
ま
で

で
六
百
目
突
破
。
こ
の
あ
か
る
い
話

題
と
記
録
を
伸
ば
し
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／世帯数…12，0891推計人ロ…49，225人（男24，068人・女25，157人）※基本台帳人ロ49，779人（6月1日現在）
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ポ
轟酷臨葺

　親元を離れて自律し、仲間との集団生活の中か

ら隠れた能力が引き出されてゆく。

・
蕊


